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二
月
十
六
日
附
を
も
っ
て
、
初
中
局
主

任
視
学
官
よ
り
、
初
代
の
専
任
館
長
と
し

て
文
部
省
史
料
館
長
に
就
任
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
も
と
よ
り
不
才
で
は
あ
り
、
ｎ

ら
か
え
り
象
て
必
ず
し
も
適
任
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
一
た
び
命
を
受
け
ま
し
た
以

上
誠
心
誠
意
、
事
に
当
り
度
い
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
今
後
一
そ
う
の
御
支
援
と
御

協
力
を
給
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ

ま
す
。こ
の
機
会
に
史
料
館
の
現
状
と
そ
の
問

題
点
並
び
に
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
若
干

の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
史
料
雌
は
、
昭
和
二

四
年
学
界
並
び
に
関
係
各
方
面
の
要
望
も

あ
り
、
当
時
戦
後
の
混
乱
に
伴
っ
て
散
快

破
損
の
お
そ
れ
の
多
く
な
っ
た
貴
重
な
る

学
術
描
料
を
収
集
・
保
存
・
整
理
し
、
も

っ
て
一
般
の
利
用
に
供
す
る
目
的
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
設

瞳
目
的
も
「
文
部
省
設
慨
法
施
行
規
則
第

十
二
条
」
に
そ
の
旨
明
示
し
、
大
学
学

術
局
学
術
課
の
管
理
の
下
に
置
き
、
学
術

課
長
が
館
長
を
兼
務
す
る
こ
と
を
慣
例
と

就
任
の
こ
と
ば

ウ

館
長

し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
二
四

年
一
○
月
に
は
現
在
地
の
三
井
文
庫
の
建

物
を
、
二
六
年
一
月
に
は
同
じ
く
敷
地
を

附
入
し
、
さ
ら
に
三
七
年
五
月
に
は
、
保

谷
に
あ
っ
た
日
本
比
族
学
協
会
附
設
の
民

族
学
博
物
館
所
蔵
の
資
料
四
万
五
千
点
の

寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
民
俗
学
資
料
を

併
せ
て
保
存
す
る
た
め
に
鉄
筋
三
階
建
て

の
筏
料
所
蔵
庫
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
開
館
以
来
已
に

十
数
年
の
年
月
を
経
、
所
蔵
資
料
も
約
四

○
万
点
に
達
し
、
来
館
者
も
数
多
く
、
研

究
員
も
十
人
、
事
務
職
員
も
定
員
面
で

は
、
五
人
お
り
、
組
織
の
点
で
も
一
応
体

制
が
整
っ
て
い
る
か
の
観
を
呈
し
て
は
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
運
営
の
完
。
へ
き
を

期
す
る
上
か
ら
は
多
く
の
問
題
を
内
包
し

て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
館
一

は
、
異
質
の
も
の
二
つ
を
一
つ
に
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
す
る

と
、
民
俗
関
係
の
面
は
可
及
的
速
や
か
に

独
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
明
治
百
年
紀
念
獅
業
の
一
つ
と

し
て
そ
の
計
画
が
あ
る
や
に
洩
れ
承
っ
て

お
り
ま
す
が
、
史
料
館
の
管
理
運
営
の
立

小

和
田
武
紀

場
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
の
速
や
か
な
る
実

現
を
の
ぞ
ん
で
や
ゑ
ま
せ
ん
。

第
二
は
建
物
の
老
朽
化
と
狭
院
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
館
そ
の
も
の
は
大

正
九
年
の
建
築
で
あ
り
、
三
井
よ
り
購
入

以
後
も
殆
ん
ど
修
復
が
加
え
ら
れ
ず
、
避

雷
針
は
た
お
れ
、
雨
樋
は
こ
わ
れ
、
文
字

通
り
危
険
校
舎
な
み
で
あ
り
ま
す
。
講
習

会
州
催
に
し
て
も
、
研
究
会
の
催
し
に
し

て
も
、
す
る
に
場
所
な
く
、
そ
の
点
か
ら

し
て
も
、
一
両
年
中
に
は
、
少
く
も
他
に

移
転
す
る
な
り
、
あ
る
い
は
現
在
地
に
国

の
史
料
館
と
し
て
、
貴
飯
な
る
尚
料
の
保

存
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
新
築
す
る
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
三
は
所
蔵
史
料
の
整
理
促
進
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
有
史
料
四
○
万
点

の
巾
整
理
ず
み
（
Ⅱ
録
発
刊
）
の
も
の
、

わ
ず
か
に
四
万
点
、
残
り
三
六
万
点
は
残

念
な
が
ら
未
悠
理
で
あ
り
ま
す
。
現
行
の

人
員
と
進
度
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
現
有
史

料
を
全
部
整
理
す
る
に
は
三
六
年
を
要
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
研
究
者
の
利

川
に
供
す
る
こ
と
に
依
っ
て
初
め
て
保
存

の
意
義
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ

の
点
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
古
文
耆
の
実

態
上
悠
理
に
は
補
修
の
手
続
き
を
必
要
と

す
る
こ
と
な
ど
（
約
三
割
）
の
難
点
が
あ

る
と
は
い
え
、
少
く
と
も
一
○
年
計
画
程

度
に
て
現
存
米
盤
理
史
料
の
解
汕
を
は
か

る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
四
は
研
究
体
制
の
組
織
化
、
系
統
化

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
過
憾
乍
ら
本

日
ま
で
九
人
の
研
究
員
が
一
応
鋪
一
、
第

二
、
第
三
研
究
室
に
分
属
し
た
形
を
と
っ

て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
組
織
と
し

て
系
統
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
命
令
系
統

も
な
く
、
そ
れ
な
り
に
九
人
の
研
究
員
の

仕
堺
が
各
佃
分
裂
に
な
り
史
料
剛
全
体
と

し
て
の
組
織
的
計
画
的
運
営
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
点
か
ら
し
て
、
四
二
年
度
の
予

算
要
求
に
お
い
て
国
立
史
料
剛
と
し
て
独

立
さ
せ
、
組
織
と
し
て
、
第
一
、
第
二
、

第
三
の
研
究
部
門
を
設
け
、
各
部
門
ご
と

に
室
長
制
を
し
き
、
研
究
体
制
の
強
化
を

は
か
り
度
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
時

に
各
研
究
員
に
も
、
夫
を
史
料
朗
の
設
世

目
的
に
沿
う
形
に
お
い
て
研
究
鼬
Ⅱ
を
設

定
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
勿
論
史
料
館
を
純
然
た
る
学
術
研
究

機
関
と
す
る
と
い
う
立
て
前
で
は
な
く
、

収
集
・
保
存
・
盤
理
・
利
川
の
根
本
原
則

の
立
場
は
く
ず
さ
ず
、
そ
れ
に
役
立
て
若

し
く
は
基
本
と
な
る
研
究
調
査
と
い
う
考

え
方
に
立
つ
可
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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一
、
史
料
の
収
集
保
存

本
年
度
も
従
来
ど
お
り
、
近
世
以
降
の

史
料
、
と
く
に
文
書
記
録
類
に
重
点
を
お

い
て
、
散
快
破
損
の
お
そ
れ
あ
る
貴
重
な

史
料
を
は
じ
め
、
所
蔵
者
が
譲
渡
ま
た
は

寄
贈
・
寄
託
を
希
望
す
る
史
料
等
を
、
計

画
的
に
収
集
保
存
す
る
。
ま
た
、
全
国
各

地
に
所
在
す
る
史
料
の
う
ち
、
と
く
に
、

研
究
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
写

真
複
写
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
当
館
に
収

集
保
存
す
る
な
ど
し
、
将
来
は
、
全
国
的

な
重
要
史
料
の
所
在
目
録
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

二
、
史
料
の
調
査

現
在
、
全
国
各
都
道
府
兇
ご
と
に
地
方

調
査
員
を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に

所
在
す
る
近
世
史
料
を
調
査
し
、
所
在
史

料
の
内
容
、
数
量
、
保
存
お
よ
び
利
用
等

の
状
況
を
明
白
に
し
て
、
そ
の
利
川
の
便

宜
を
は
か
っ
て
い
る
。
本
年
度
も
、
予
算

の
関
係
上
、
奈
良
・
広
脇
・
烏
取
・
島
根

の
各
県
に
限
定
し
て
、
関
係
地
方
調
査
員

に
対
し
、
史
料
の
調
査
を
依
頼
す
る
予
定

で
あ
る
。

三
、
史
料
の
研
究

当
館
で
は
、
近
世
史
料
に
関
す
る
各
種

の
基
礎
的
な
研
究
を
実
施
し
、
昭
和
三
八

年
度
よ
り
、
館
員
に
よ
る
定
例
研
究
会
を

開
催
し
て
、
研
究
発
表
の
道
を
開
い
て
い

昭
和
川
一
年
皮

事
業
計
画
に
つ
い
て

Ｏ
ｆ

る
。
本
年
度
実
施
し
た
も
の
は
、
左
記
の

と
お
り
で
あ
る
。

四
月
二
一
日
家
族
史
に
つ
い
て
大
給

近
達

六
月
三
○
日
近
世
城
下
町
の
成
立
と
朕

開
大
野
瑞
男

九
月
二
二
日
二
つ
の
腱
家
家
法
に
つ
い

て
原
島
陽
一

四
、
所
蔵
史
料
Ｈ
録
の
刊
行

在
来
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、

所
蔵
史
料
の
う
ち
、
整
理
を
完
了
し
た
も

の
か
ら
、
逐
次
目
録
を
編
集
、
刊
行
し
て

き
た
が
、
本
年
度
は
第
一
三
集
と
し
て
、

甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻
村
井
尻
家
文
書
、

同
村
依
田
家
文
書
補
遺
、
甲
斐
国
巨
摩
郡

青
柳
村
秋
山
家
文
書
を
公
刊
の
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
明
年
度
以
降
は
、
年
間
二
冊

の
刊
行
を
計
画
し
て
い
る
。

五
、
史
料
に
関
す
る
理
解
と
啓
発

史
料
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
は
か
る

た
め
、
近
世
史
料
に
関
す
る
展
示
会
、
誠

習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
展
示
会
は
、

一
○
月
中
旬
、
「
府
藩
県
時
代
史
料
」
と

題
し
て
、
当
館
で
開
催
す
る
。
ま
た
し
ば

ら
く
中
止
し
て
い
た
講
習
会
も
下
記
に
よ

り
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

’
一
、
趣
旨

近
世
史
料
の
取
扱
い
に
関
す
る
知
識

・
技
術
の
不
足
が
、
原
史
料
の
利
用

保
存
上
、
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
学
界
そ
の
他
各
界
の
要
望

に
こ
た
え
、
史
料
取
扱
者
に
対
し
、

そ
の
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
せ

し
め
る
た
め
開
催
す
る
。

二
、
期
日
昭
和
四
一
年
一
一
月
七
日

（
月
）
よ
り
同
月
一
二
日
（
土
）
ま

で
三
、
科
目

⑩
講
義

中
世
古
文
書
概
論
（
宝
月
圭
吾
氏
）

近
世
史
料
概
論
（
児
玉
幸
多
氏
）

近
代
史
料
概
論
（
古
島
敏
雄
氏
）

（
火
）
ま
で
二
日
間
。
午

前
一
○
時
開
場

二
、
会
場
当
館

三
、
展
示
史
料

府
藩
兇
時
代
史
料

第
一
六
回
近
世
史
料
展
示
会

一
、
期
日
昭
和
四
一
年
一
○
月
一

第
一
二
回

近
世
史
料
取
扱
講
習
会

昭
和
四
一
年
一
○
月
一
七

日
（
月
）
よ
り
一
八
日

②
読
解
（
本
館
職
員
）

幕
藩
史
料
村
方
史
料

商
工
業
史
料
交
通
史
料

金
融
貨
幣
史
料
民
俗
史
料

③
研
究
協
議

近
世
史
料
の
将
理
・
袖
修

近
世
史
料
の
幣
理
・
分
類

近
世
史
料
の
所
在
調
査

（
民
俗
洲
査
法
を
含
む
）

側
そ
の
他

特
別
識
演
（
石
井
良
助
氏
）

懇
親
会

四
、
時
間
数
二
二
単
元
（
三
三
時
間
）

五
、
会
場
当
館

六
、
受
講
資
格

公
共
図
書
館
・
大
学
図
書
館
・
郷
土

盗
料
館
・
地
方
史
誌
編
纂
室
等
に
勤

務
し
、
近
世
史
料
の
分
類
・
整
理
・

保
存
・
杵
理
伸
の
業
務
に
従
嚇
し
て

い
る
職
典
で
収
扱
経
験
三
年
未
満
の

者
。

七
、
受
識
人
員
三
○
名
以
内

八
、
経
費
約
五
○
○
円

九
、
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
学

・
地
方
公
共
団
体
等
を
通
じ
、
追
っ

て
、
連
絡
す
る
予
定
で
あ
る
。
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本
稿
は
六
月
三
○
日
の
定
例
研
究
発
表

会
報
告
の
梗
概
で
あ
っ
て
、
詳
細
は
別
に

発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
概
括
的
で
は
あ
る
が
、
成
立
期

の
城
下
町
を
農
村
の
発
展
と
か
ら
め
て
問

題
と
し
た
理
由
は
、
当
餓
が
昭
和
三
九
・

四
○
両
年
度
に
、
機
関
研
究
「
近
世
城
下

町
史
料
の
基
礎
的
研
究
」
を
実
施
し
て
調

査
対
象
に
し
た
諸
藩
と
は
異
な
っ
た
地
域

・
性
格
の
藩
な
い
し
城
下
町
を
こ
こ
に
と

り
あ
げ
て
、
比
較
研
究
の
素
材
と
し
て
提

供
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

川
越
を
対
象
と
し
た
の
は
、
累
代
の
城

主
が
老
中
・
大
老
ク
ラ
ス
の
譜
代
大
名
な

い
し
家
門
大
名
で
あ
っ
て
、
江
戸
幕
府
の

政
治
上
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
幕
政
を
担

っ
て
き
た
こ
と
、
交
通
・
文
化
・
商
品

流
通
の
面
で
密
接
に
江
戸
と
連
な
っ
て
お

り
、
江
戸
地
廻
り
経
済
の
一
拠
点
を
な
す

こ
と
に
よ
り
、
一
地
方
史
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
幕
滞
制
解
明
の
一
つ
の
手
が
か

り
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

な
お
今
回
は
個
別
分
析
の
前
提
と
し
て

－

研 究
一

近
世
城
下
町
の
成
立
と
展
開

Ｉ
川
越
を
素
材
に
ｌ

大
野
瑞
男

の
主
に
刊
行
史
料
に
よ
る
素
描
の
域
を
出

な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

一
一

川
越
城
は
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
剛

谷
上
杉
持
朝
の
命
に
よ
り
、
山
内
上
杉
氏

に
対
抗
す
る
拠
点
と
し
て
、
江
戸
城
・
岩

槻
城
と
時
を
同
じ
く
、
太
田
道
真
・
道
瀧

父
子
の
設
計
に
よ
り
築
か
れ
た
。
築
城
地

は
近
世
川
越
城
の
東
半
部
に
当
り
、
鎌
倉

期
の
河
越
氏
の
居
館
で
あ
る
上
戸
（
高
麗

郡
）
か
ら
は
入
間
川
を
隔
て
て
東
に
位
置

す
る
。
入
間
川
お
よ
び
そ
の
支
流
に
近
い

沼
沢
に
囲
ま
れ
た
小
丘
陵
上
で
軍
事
的
要

地
で
あ
る
が
、
す
で
に
商
業
・
交
通
上
の

要
衝
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
応
永
二
二
年

（
一
四
一
五
）
の
市
場
所
付
に
「
川
越
松

郷
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
（
「
武
州
文
書
」
）
・

’
一
一

天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
の
川
越
城
攻

略
、
Ⅲ
一
五
年
（
一
五
四
六
）
の
川
越
夜

戦
の
敗
北
に
よ
り
川
越
城
か
ら
上
杉
氏
は

追
わ
れ
、
北
条
氏
綱
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

後
北
条
氏
支
配
下
の
城
と
城
下
町
を
窺
い

知
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
時
代

で
は
小
田
原
本
域
に
対
す
る
一
支
城
の
意

味
し
か
な
い
も
の
の
、
松
山
城
を
除
い
て

近
隣
の
城
が
破
却
さ
れ
、
後
北
条
譜
代
の

重
臣
が
配
備
さ
れ
た
の
で
、
交
通
の
要
地

で
あ
る
川
越
城
下
に
は
町
の
形
成
に
必
要

な
条
件
も
整
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
市

は
引
き
つ
づ
き
開
か
れ
、
元
亀
・
天
正
ご

ろ
に
は
定
期
市
（
恐
ら
く
六
斎
市
）
の
存
在

が
確
認
さ
れ
る
（
「
三
芳
野
名
勝
側
会
」
）
。

こ
の
時
期
に
は
後
北
条
氏
の
保
謹
も
あ
っ

て
、
各
地
か
ら
商
工
業
者
の
来
住
が
あ
い

つ
い
だ
。
す
な
わ
ち
江
戸
町
の
次
原
・
犬

竹
、
本
町
名
主
の
榎
本
、
鍛
冶
町
・
鴫
町

を
開
い
た
平
井
・
鴫
・
加
藤
ら
鍛
冶
職
、

高
沢
町
名
主
の
井
上
な
ど
各
氏
の
来
住
は

天
文
よ
り
天
正
に
か
け
て
で
あ
る
し
、
川

越
鋳
物
師
の
小
川
・
矢
沢
阿
氏
が
川
口
よ

り
移
っ
た
の
も
天
正
年
間
と
伝
え
て
い

る
。
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
の
「
小
田

原
衆
所
領
役
帳
」
に
も
職
人
衆
の
中
に

「
一
拾
貫
文
同
所
（
鎌
倉
）
内
河
越
番
匠
」

の
知
行
記
載
が
あ
っ
て
大
工
職
の
存
在
が

知
ら
れ
る
。
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に

城
将
大
導
寺
政
繁
よ
り
連
雀
商
人
取
締
頭

の
次
原
新
兵
衛
ほ
か
三
名
に
宛
て
、
唐
人

小
路
（
連
雀
商
人
の
集
る
小
路
）
の
宿
中

道
造
並
掃
除
奉
行
を
命
じ
て
い
る
が
（
『
新

綿
武
蔵
風
土
記
稿
』
）
、
集
落
の
稠
密
な
発

達
と
連
雀
商
人
に
よ
る
市
立
て
の
様
相
が

窺
え
る
。

後
北
条
家
臣
団
の
城
下
集
住
の
様
子
は

殆
ん
ど
判
ら
な
し
。
た
だ
先
の
「
役
峡
」

に
「
河
越
衆
御
給
帳
一
一
而
被
下
」
な
ど
と

あ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
城
下
居
住
の
家

臣
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
城
下
町
発
達
の
母
体
に
な

っ
た
の
は
、
有
力
寺
院
と
そ
の
門
前
町
で

あ
っ
た
。
町
北
部
の
東
明
寺
や
仙
波
の
無

景
寿
寺
（
寓
多
院
）
な
ど
中
世
以
来
の
寺

院
と
、
天
文
か
ら
天
正
に
か
け
て
建
立
さ

れ
た
養
寿
院
・
妙
養
寺
・
蓮
馨
寺
な
ど
の

寺
院
の
門
前
町
が
城
主
の
保
謹
も
あ
っ
て

多
く
の
町
比
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
豊
田
武
氏
が
「
川
越
の
如
き
そ
の
三

分
の
一
の
要
素
は
寺
院
お
よ
び
門
前
町
か

ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
戦
国
武
将
の

信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
よ
り
も
な
お
寺
院
が
要
価
の
地
に
姓

て
ら
れ
、
そ
の
門
前
が
一
種
の
保
護
を
受

け
、
特
権
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
聚
落
の

発
達
し
易
い
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ

る
ｏ
」
（
『
日
本
の
封
建
都
市
』
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
は
正
当
で
あ
ろ
う
。

四

天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
後
北
条
氏

滅
亡
、
徳
川
氏
の
関
東
入
部
に
よ
っ
て
川

越
城
に
は
酒
井
頭
忠
が
一
万
名
を
以
て
配

さ
れ
た
。
翌
年
重
忠
は
新
宿
に
立
つ
連
雀

町
の
諸
役
免
除
の
免
許
状
を
連
雀
衆
中
次

－3－



原
新
三
郎
に
与
え
て
い
る
（
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
）
。
か
か
る
市
立
て
に
よ
る
商
人

保
護
策
に
よ
っ
て
城
下
町
の
発
展
が
は
か

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
の
城
主
酒
井
忠
利
は
家
康
の
命
を
受

け
て
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
よ
り
寛

永
二
年
（
一
六
三
四
）
に
か
け
て
仙
波

喜
多
院
の
大
造
営
を
行
な
っ
た
が
、
堀
田

正
盛
城
主
の
時
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）

川
越
大
火
で
喜
多
院
も
全
焼
し
た
。

廃
虚
の
中
に
翌
年
移
封
し
て
き
た
松
平

信
綱
は
、
ま
ず
城
の
拡
大
を
は
か
り
、
外

曲
輪
・
田
曲
輪
・
新
曲
輪
を
加
え
、
西
・

南
の
大
手
を
設
置
し
て
倍
増
し
、
町
割
を

実
施
し
て
十
ヶ
町
制
度
を
定
め
た
。
十
ヶ

町
と
は
江
戸
町
・
本
町
・
南
町
・
喜
多
町

・
高
沢
町
・
上
松
江
町
・
多
賓
町
・
鍛
冶

町
・
鴫
町
・
志
多
町
で
、
こ
れ
に
蓮
馨
寺

・
妙
養
寺
・
行
伝
町
・
養
寿
院
の
門
前
町

を
加
え
て
十
ヶ
町
四
門
前
と
称
せ
ら
れ
る

町
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
城
下
町
整
備
が
完

了
す
る
の
は
慶
安
年
間
と
い
わ
れ
る
が
、

内
閣
文
庫
蔵
「
武
州
川
越
城
図
」
に
よ
れ

ば
輝
綱
代
で
も
六
ヶ
町
し
か
数
え
ら
れ
な

い
の
で
寛
文
以
降
に
下
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
い
で
喜
多
院
の
再
廼
に
か
か
り
、
建

築
尚
材
の
運
搬
路
と
し
て
正
保
四
年
（
一

一
六
四
）
新
河
岸
を
開
設
し
、
江
戸
と
の

舟
運
を
開
い
た
。
ま
た
承
応
四
年
（
一
六

五
五
）
川
越
街
道
を
新
設
す
る
な
ど
城
下

町
と
交
通
の
整
備
に
力
を
つ
く
し
た
。

こ
の
時
点
で
も
町
の
様
相
を
知
り
う
る

史
料
は
少
な
い
が
、
定
期
市
が
二
・
六
・

九
の
九
斎
市
に
な
っ
た
の
は
正
保
・
慶
安

の
こ
ろ
と
い
わ
れ
、
連
雀
頭
の
次
原
氏
が

没
落
し
て
加
茂
下
氏
が
台
頭
し
、
見
世
の

割
渡
し
を
し
た
と
い
う
（
「
三
芳
野
名
勝
図

会
」
）
。
ま
た
南
町
に
六
斎
の
灰
市
が
立
っ

た
の
も
初
期
の
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る

（
「
川
越
素
麺
」
、
岡
村
一
郎
『
川
越
の
城
下

町
』
）
。
と
も
か
く
も
、
川
越
の
城
下
町
は
、

寛
永
期
を
起
点
と
し
て
延
宝
期
ご
ろ
に
整

備
・
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五

こ
こ
で
一
応
周
辺
農
村
の
展
開
を
展
望

し
て
お
こ
う
。
「
小
出
原
衆
所
領
役
帳
」

の
中
で
武
蔵
入
間
郡
内
に
地
名
が
確
定
で

き
た
四
九
郷
村
六
○
所
領
の
貫
高
集
計
は

三
、
六
八
二
貫
余
に
な
る
。
こ
れ
は
主
と

し
て
入
間
川
中
流
域
低
地
と
郡
北
小
規
模

集
落
地
帯
で
あ
る
。
こ
れ
を
反
別
な
い
し

石
高
に
換
算
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
検
地
書
出
（
「
新
締
武
蔵
風

士
記
稿
」
）
に
よ
る
算
出
率
に
よ
っ
て
計
算

す
れ
ば
約
一
、
八
○
○
町
弱
に
な
り
（
正

保
石
高
に
よ
れ
ば
皿
畠
半
々
な
の
で
こ
れ

に
従
っ
て
計
算
）
、
こ
れ
に
相
当
の
村
の

正
保
石
高
（
「
武
蔵
Ⅲ
園
簿
」
）
は
二
六
、

○
二
六
石
余
で
あ
り
、
そ
の
間
太
閤
検
地

ほ
か
の
検
地
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
石
商
の

増
加
は
そ
う
多
く
な
い
。

後
北
条
氏
の
権
力
が
旧
来
の
「
名
主
的

家
父
長
的
奴
隷
制
を
そ
の
基
礎
と
す
る
」

（
安
良
城
盛
昭
「
太
閤
検
地
の
歴
史
的
前

提
（
２
）
」
歴
史
学
研
究
一
六
四
）
に
対

し
、
徳
川
氏
は
関
東
に
お
い
て
直
ち
に
天

正
一
九
年
か
ら
太
閤
検
地
を
開
始
し
、
統

一
権
力
の
も
と
に
農
村
を
組
み
入
れ
ん
と

し
た
。
川
越
近
辺
で
は
高
麗
郡
柏
原
村
に

天
正
検
地
帳
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
も
の

が
あ
る
が
（
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
柏
原

村
条
、
『
埼
玉
県
史
』
は
天
正
一
九
年
と

す
る
）
、
そ
れ
に
よ
る
天
正
検
地
は
三
○

○
歩
一
反
、
大
半
小
呼
称
の
使
用
、
出
品

上
中
下
区
分
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
。
同
村
の
帳
付
百
姓
二
名
、
内
寺
・

村
外
を
除
く
百
姓
九
名
で
、
そ
の
性
格
は

名
主
百
姓
と
思
わ
れ
る
。

入
間
郡
で
は
文
禄
検
地
帳
も
見
当
ら
な

い
が
、
赤
尾
村
に
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

検
地
水
帳
が
あ
る
。
一
部
欠
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
検
討
の
結
果
は
、
六
名
の

分
付
主
と
一
二
一
名
の
分
付
百
姓
が
確
認

さ
れ
、
隷
属
農
民
が
検
地
に
よ
っ
て
把
握

さ
れ
つ
つ
あ
る
情
況
が
わ
か
る
。
同
じ
武

蔵
の
橘
樹
郡
白
幡
村
や
秩
父
領
の
例
（
北

島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
、
『
横

浜
市
史
』
等
参
照
）
と
比
較
す
れ
ば
、
川

越
領
の
農
村
構
造
は
神
奈
川
よ
り
遅
く
、

秩
父
よ
り
早
い
展
開
を
示
す
と
い
え
よ

の
■
■
可

う
。
す
な
わ
ち
天
正
検
地
で
は
名
主
百
姓

体
制
、
慶
長
検
地
で
は
分
付
採
用
に
よ
る

小
農
の
過
渡
的
自
立
の
姿
が
み
ら
れ
る
。

川
越
藩
で
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）

荒
川
の
瀬
替
Ｉ
入
間
川
へ
の
流
入
に
よ
り

合
流
点
で
あ
る
城
下
北
部
の
低
湿
地
の
開

発
が
進
行
し
て
い
く
。
慶
安
元
年
に
は

（
一
六
四
八
）
松
平
信
綱
が
領
内
総
検
地

を
実
施
す
る
が
、
三
・
四
の
検
地
帳
の
分

析
に
よ
れ
ば
小
農
自
立
体
制
が
確
認
さ

れ
、
結
局
慶
安
検
地
は
側
立
小
農
を
最
終

的
に
把
握
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
間
寛
永
一
○
年
（
一
六
三
三
）
酒

井
忠
勝
は
給
人
窓
意
制
限
の
法
令
（
「
空
印

様
御
書
下
写
」
史
料
編
纂
所
酒
井
家
寄
託

木
）
を
発
し
て
小
農
向
立
の
条
件
を
整
備

し
て
い
る
。
信
綱
は
明
暦
元
年
（
一
六
五

五
）
玉
川
上
水
を
分
水
し
て
野
火
止
用
水

を
開
き
、
武
蔵
野
新
川
を
開
発
し
て
台
地

上
に
成
立
し
た
新
旧
村
に
対
し
延
宝
期
に

新
田
検
地
を
実
施
し
、
新
た
な
生
産
力
の

把
握
を
は
か
っ
て
い
く
。

｛
ハ

最
後
に
、
右
に
み
て
き
た
腱
村
の
展
開

と
城
下
町
の
関
係
で
あ
る
が
、
両
者
の
有

機
的
連
関
に
つ
い
て
の
具
体
的
分
析
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
藩
領
石
商
の
哨
大
に

よ
る
家
臣
団
の
増
加
Ｉ
城
下
集
住
に
よ
る
一

城
下
町
の
拡
大
と
城
下
町
の
盤
術
と
の
側
４

（
以
下
一
○
頁
下
段
に
つ
づ
く
）



◇
は
じ
め
に

家
族
史
、
あ
る
い
は
家
族
制
度
史
と
呼

ば
れ
て
き
た
分
野
は
、
す
で
に
先
史
学
、

歴
史
学
、
法
学
（
法
制
史
）
、
社
会
学
（
法

社
会
学
を
含
む
）
、
民
俗
学
、
文
化
人
類

学
な
ど
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
族
、
親
族
、
氏
族

と
呼
ば
れ
て
い
る
社
会
組
織
の
雄
本
的
概

念
に
つ
い
て
は
、
各
専
門
分
野
で
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
家
族
制
度
に

附
随
す
る
婚
姻
、
相
続
、
親
族
名
称
な
ど
の

基
本
用
語
に
関
す
る
も
の
は
、
さ
ら
に
諸

分
野
間
で
相
違
が
著
し
い
現
状
で
あ
る
。

今
回
は
家
族
史
の
み
を
単
独
に
取
上
げ

る
こ
と
が
現
在
的
課
題
と
し
て
や
や
狭
き

に
失
す
る
こ
と
を
感
じ
る
が
、
あ
え
て
各

専
門
分
野
に
ま
た
が
る
、
い
わ
ば
共
通
の

広
場
と
な
っ
て
言
の
ａ
胃
ご
言
邑
昌
な
交

流
が
望
め
る
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
た
。

◇
学
史
的
背
景
と
批
判

家
族
史
に
関
す
る
研
究
は
、
バ
ッ
ホ
ー

ヘ
ン
の
「
母
権
論
」
（
一
八
六
一
）
以
後
、

マ
ッ
ク
レ
ナ
ン
、
メ
イ
ン
、
ク
ー
ラ
ン

ジ
ュ
を
通
じ
て
モ
ル
ガ
ン
の
「
人
類
家
族

究研

家
族
史
の
諸
問
題１

モ
ル
ガ
ン

モ
ル
ガ
ン
は
「
古
代
社
会
」
に
お
い
て

家
族
形
態
の
分
顛
原
理
を
そ
の
時
代
の
婚

姻
形
式
に
求
め
、
婚
姻
形
式
を
親
族
名
称

に
よ
っ
て
説
明
す
る
試
み
を
行
っ
た
。

ａ
マ
レ
ー
型
タ
ワ
イ
型
）
呼
称
は
世

代
、
性
以
外
の
区
別
を
持
た
ぬ
呼
称
法
で
、

婚
姻
は
集
団
婚
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

イ
ト
コ
を
兄
弟
に
扱
う
の
は
妻
が
兄
弟
の

妻
で
あ
り
、
兄
弟
の
妾
が
ｎ
分
の
妾
で
あ

る
関
係
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
、
か
か
る

家
族
を
血
家
縁
族
と
定
義
し
た
。

ｂ
ト
ラ
ニ
ア
ン
・
ガ
ノ
ア
｜
一
ア
ン
型

こ
の
呼
称
で
は
血
縁
家
族
内
（
兄
弟
姉
妹

間
）
の
婚
姻
が
禁
止
さ
れ
、
一
団
の
兄
弟

と
親
族
外
の
一
団
の
女
子
と
の
通
婚
（
外

婚
的
集
団
婚
）
に
よ
っ
て
プ
ナ
ル
ァ
家
族

が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
父
の
姉

妹
が
す
べ
て
オ
バ
と
呼
ば
れ
、
母
や
姉
妹

と
区
別
さ
れ
る
。

の
血
縁
と
姻
威
の
体
系
」
（
一
八
七
一
）

お
よ
び
「
古
代
社
会
」
（
一
八
七
七
）
に

至
っ
て
、
は
じ
め
て
社
会
科
学
の
中
で
正

当
な
地
位
を
占
め
た
。

大
給
近
達

ｃ
次
の
高
次
の
段
階
で
は
、
一
対
の
男

女
が
任
意
に
結
合
し
、
ま
た
任
意
に
離
れ

る
不
安
定
な
関
係
で
、
こ
の
婚
姻
形
式
を

対
偶
婚
と
呼
ん
だ
。
こ
の
時
期
で
は
女
子

の
社
会
的
地
位
は
高
い
。

ｄ
家
父
長
制
に
基
づ
く
多
妻
婚

ｅ
一
夫
一
婦
制
度
の
近
代
家
族

モ
ル
ガ
ン
は
か
か
る
婚
姻
、
家
族
関
係

が
、
さ
ら
に
生
産
力
、
技
術
と
並
行
し
て

発
展
し
て
い
く
と
推
論
し
た
。
後
に
マ
ル

ク
ス
、
エ
ン
グ
ル
ス
も
彼
の
推
論
に
依
拠

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
現
在
の
段
階

に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
批
判
の
諸
点
を
抜
摘

す
る
。

ａ
現
在
知
り
得
た
最
古
の
文
化
に
属
す
る

家
族
は
、
単
婚
で
一
夫
一
婦
制
で
あ
る
。

ｂ
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
以
前
の
ゴ
リ
ラ
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、

一
夫
一
婦
な
い
し
一
夫
多
斐
制
で
あ
る

ｃ
父
の
不
明
は
母
の
不
明
の
理
由
に
な
ら

な
い
。

ｄ
未
開
社
会
で
は
離
婚
は
一
般
に
困
難

で
、
む
し
ろ
子
供
の
有
無
と
関
係
し
て

い
る
。

６
文
化
の
発
展
段
階
で
狩
猟
↓
農
耕
↓
牧

畜
と
設
定
す
る
普
遍
的
な
証
拠
が
な

い
ｏ

ｆ
ハ
ワ
イ
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化
を
最
下
位

の
文
化
と
象
な
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

３
マ
ー
ド
ッ
ク

彼
の
普
密
「
社
会
組
織
」
（
一
九
四
九
）

に
お
い
て
、
社
会
組
織
と
し
て
の
家
族
や

氏
族
の
概
念
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
さ

ら
に
文
化
の
中
で
親
族
を
中
心
と
し
た
諸

組
織
は
可
能
性
限
界
の
原
理
（
甲
胃
巨
の

２
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
。
、
、
、
ユ
ー
ラ
ー
リ

ヤ
ー

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
家
族
と

氏
族
の
区
別
が
明
確
で
な
い
。
家
族
は
無

定
形
の
外
婚
氏
族
か
ら
出
発
し
、
父
系
未

分
家
族
↓
ロ
ー
マ
家
父
長
家
族
↓
近
代
家

族
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
で
は
氏
族
の

な
い
社
会
で
も
、
家
族
は
必
ず
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

、
、
、
ユ
ー
ラ
リ
ャ
ー
は
社
会
経
済
的
環
境

に
よ
っ
て
、
時
代
的
特
色
を
親
族
時
代
ｌ

家
族
時
代
Ｉ
個
人
時
代
に
分
類
し
、
家
族

を
小
家
族
、
大
家
族
に
分
け
て
い
る
が
、

区
分
規
準
が
明
瞭
で
な
い
。

家
族
の
研
究
は
、
家
族
の
も
つ
歴
史
的

内
容
と
時
代
的
な
意
味
を
明
か
に
す
る
た

め
、
形
式
の
類
似
し
た
も
の
を
集
め
、
そ
の

歴
史
的
意
味
と
社
会
構
造
と
が
ど
の
機
な

関
連
制
を
も
つ
か
問
わ
ね
ば
な
ら
ぷ
い
。

最
近
迄
の
肌
究
は
多
く
、
社
会
制
度
の

起
源
を
終
極
的
原
因
と
象
な
し
、
時
代
に

よ
っ
て
か
わ
る
有
効
な
原
因
説
が
無
視
さ

れ
が
ち
で
あ
る
。

－5－



ａ
］
冒
冨
号
口
旦
甲
◎
冨
臣
ご
）
が
強

く
働
き
、
そ
の
時
代
の
社
会
、
経
済
的
変

動
に
対
し
て
固
執
性
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
生
活
適
応
の
た
め
居
住
規
制
（
詞
昌
の

旦
詞
の
の
号
。
８
）
が
一
番
変
化
し
や
す
い

こ
と
を
主
張
し
た
。

し
か
し
、
マ
ー
ド
ッ
ク
の
説
で
は
、
可

能
性
の
限
界
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
歴
史

的
な
接
触
に
よ
る
伝
播
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
と
、
家
族
の
定
義
に
お
い
て
同

居
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
母
系
家
族
の

機
能
を
中
心
に
み
る
と
同
居
は
要
件
と
し

て
不
適
当
だ
と
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

学
史
的
な
展
望
を
通
し
て
、
今
日
最
も

必
要
な
認
識
は
、
文
明
人
が
自
分
、
身
の

文
化
の
枠
で
家
族
を
定
義
し
分
類
す
る
前

に
、
各
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
社
会
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
集
団
を
家
族
と
考

え
て
い
た
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
機
能

を
は
た
し
て
い
た
か
再
検
討
す
る
時
期
に

当
面
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
こ
そ
が

家
族
の
研
究
の
新
し
い
出
発
点
で
あ
り
課

題
で
も
あ
る
。

な
お
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
、
コ
ッ
パ
ー
ス
、
ク
ノ
ー
、
ウ
ェ
ス
タ

ー
マ
ー
ク
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
紙
而
の

関
係
で
割
愛
し
た
。

◇
我
国
に
お
け
る
家
族
親
族
の
諸
問
題

１
本
邦
に
お
け
る
古
代
の
ウ
ヂ
・
カ
バ

I

ネ
制
度
と
そ
の
訳
語
に
つ
い
て

わ
が
国
の
古
代
の
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
制
に

つ
い
て
、
古
代
史
を
扱
っ
て
い
る
石
母
田

正
、
藤
間
生
大
、
門
脇
禎
二
の
著
書
に
は
、

共
通
し
て
「
血
縁
共
同
体
」
と
か
「
共
川

祖
先
か
ら
出
た
血
縁
団
体
」
あ
る
い
は

「
氏
族
（
Ｑ
僅
口
）
共
同
体
」
と
し
て
の
把

握
の
仕
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
津
山
左
右
吉
が
い
み
じ
く
も

「
上
代
史
の
併
究
法
に
つ
い
て
」
（
一
九

三
四
）
の
中
で
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
制
度
は
政

治
組
織
と
し
て
の
意
義
が
深
い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
筆
者
も
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
制
度

の
統
合
原
理
の
中
に
「
部
族
角
Ｈ
常
）
」

的
性
格
を
見
出
す
と
同
時
に
、
部
族
内
部

で
は
族
内
婚
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
非
単

系
的
親
族
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
た
ん
な
る

「
血
縁
共
同
体
」
や
「
共
同
祖
先
か
ら
出

た
血
縁
団
体
」
と
い
う
語
は
概
念
が
不
明

確
で
、
単
系
の
氏
族
に
も
非
単
系
の
籾
族

に
も
受
け
と
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

氏
族
の
特
色
は
、
個
人
を
単
位
に
し
た

血
縁
親
族
集
団
で
あ
り
、
集
団
の
成
員
は

相
互
に
系
譜
的
認
識
を
持
ち
、
氏
族
名
の

継
承
が
共
側
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
一
般
的
傾
向
と
し
て
族
外
婚
（
閃
〆
○
彊
‐

日
己
を
併
う
。
以
上
の
諸
特
色
と
照
合
し

て
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
制
度
を
「
氏
族
（
Ｑ
四
国
）
」

に
規
定
す
る
こ
と
は
不
適
当
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
わ
が
国
で
「
氏
族
」
の
用
語

は
古
く
は
中
田
薫
の
「
可
婆
根
考
」
（
史
学

雑
誌
一
六
’
一
二
一
八
八
三
）
に
見
出

さ
れ
、
そ
の
後
法
制
史
に
お
い
て
は
専
門

用
語
と
し
て
常
川
さ
れ
て
い
る
。
一
方
英

語
の
Ｑ
四
コ
の
訳
語
に
お
い
て
、
有
賀
長

雄
は
そ
の
著
書
「
社
会
学
』
一
巻
（
一
八

八
二
）
の
中
で
「
希
臘
の
あ
ぜ
ん
す
に
於

て
『
き
の
す
』
〔
氏
族
の
義
〕
と
し
ひ
、

羅
馬
に
於
て
ぜ
ん
す
同
上
の
義
と
い
ひ
、

…
中
略
．
：
愛
る
ら
ん
ど
る
に
於
て
『
く
ら

ん
』
〔
姓
族
の
義
〕
と
い
ふ
：
．
（
以
下
略
）

…
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
「
姓
族
」
も
「
氏
族
」
も
英

・
希
語
間
の
翻
訳
で
そ
れ
ぞ
れ
同
一
内
容

を
示
す
も
の
に
使
わ
れ
て
き
た
た
め
、
わ

が
国
で
も
Ｑ
“
ロ
は
氏
族
が
訳
語
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ

を
指
す
「
氏
族
」
と
Ｑ
騨
自
を
指
す
「
氏

族
」
と
が
同
じ
語
鮠
に
な
っ
た
た
め
、
長

期
に
わ
た
る
川
語
上
の
誤
解
が
古
代
史
に

も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
同
族
に
つ
い
て

日
本
の
同
族
に
関
す
る
研
究
は
及
川
宏

の
『
同
族
組
織
と
婚
姻
及
び
葬
送
の
儀
礼
』

（
一
九
三
九
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
体
系

的
分
析
が
な
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
し
か

し
同
族
集
団
の
形
式
が
今
日
ま
で
世
界
に

例
を
み
な
い
諸
特
色
を
も
っ
て
い
る
た
め

む
し
ろ
わ
が
国
内
部
で
専
ら
研
究
さ
れ

１

１
４
１

同
族
集
団
の
基
本
的
位
置
づ
け
を
０
８
脇
’

○
匡
冒
邑
な
場
で
検
討
さ
れ
ず
に
き
た
。

そ
の
好
例
は
同
族
集
団
を
海
外
に
紹
介

す
る
場
合
の
訳
語
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
も
の
は
「
拡
大
家
族
」
と
し
、
あ
る

も
の
は
「
父
系
氏
族
」
を
、
ま
た
あ
る
も

の
は
「
同
族
」
を
そ
の
ま
ま
用
う
る
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
混
乱
は
一
つ
に

「
同
族
」
の
概
念
規
定
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
木
報
告
で
は
過

去
の
学
史
的
発
展
は
割
愛
し
、
報
告
者
の

同
族
に
対
す
る
考
察
を
要
約
す
る
こ
と
に

と
ど
め
る
。

３
同
族
集
団

同
族
集
団
は
父
系
出
向
に
も
と
づ
く
家

族
単
位
の
集
団
で
あ
る
。
そ
し
て
同
族
集

団
は
原
理
と
し
て
固
定
し
た
成
員
を
も

ち
、
超
世
代
的
に
相
互
の
系
譜
を
認
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
単
系
血
縁
親

族
と
原
理
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
同
族
集
州
に
お
い
て
は
親
族
集
団
内

部
の
通
婚
が
盛
ん
に
行
わ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
単
系
出
自
の
機
能
上
の
矛
盾
を
生
ま

な
い
こ
と
は
、
個
人
単
位
の
血
縁
親
族
と

家
族
単
位
の
出
自
集
団
と
を
区
別
す
る
重

要
な
点
で
あ
る
。

分
家
の
創
設
に
際
し
て
は
、
財
産
分
割

を
そ
の
条
件
と
し
て
伴
う
の
が
一
般
的
で
一

あ
る
。
そ
し
て
財
産
分
割
の
対
象
と
な
る
６

も
の
が
主
に
田
畑
あ
る
い
は
山
林
な
ど
の
一



生
活
手
段
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
土
地
は
主
に
生
家
の
家
族
の

周
辺
に
集
中
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

同
族
集
団
も
必
然
的
に
一
定
の
地
域
に

集
中
す
る
地
縁
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
。
財
産
分
割
の
絶
対
量
が
少
な
い
時

（
相
続
に
お
い
て
、
不
均
分
分
割
の
序
列

が
あ
る
た
め
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
）

は
、
分
割
財
産
の
み
で
自
立
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
に
、
生
家
の
家
族
と
分
居
の

家
族
と
の
間
で
、
地
主
、
小
作
の
土
地
所

有
関
係
を
生
み
出
す
結
果
と
も
な
る
。
同

族
集
団
の
父
系
的
性
格
は
、
出
自
の
認
定

に
あ
た
っ
て
は
祭
祀
義
務
を
通
じ
、
即
ち

そ
の
父
系
的
祖
先
の
儀
礼
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
互
に
系
譜
と
そ
の
序
列
を

確
認
し
合
う
、
一
方
に
お
い
て
は
元
の
家

族
と
分
岐
し
た
家
族
と
の
間
に
、
財
産
の

授
受
や
土
地
所
有
関
係
が
あ
っ
て
、
系
譜

の
序
列
は
単
な
る
そ
の
恩
恵
と
債
務
に
対

す
る
経
済
関
係
の
み
で
裏
づ
け
ら
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
経
済
外
的
強
制
（
身
分
上
の

支
配
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
指
向
性
が
あ

る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
同
族
集
団
が
血
縁

親
族
と
し
て
の
権
利
、
義
務
を
超
越
し
た

特
殊
な
機
能
を
生
む
理
由
が
存
在
す
る
。

同
族
集
団
の
経
済
的
基
礎
が
強
い
所

は
、
自
ず
か
ら
系
譜
的
結
合
と
同
時
に
地

縁
的
結
合
を
ま
す
ま
す
強
固
に
し
、
非
単

系
血
縁
親
族
に
は
見
ら
れ
な
い
政
治
的
統

合
機
能
を
生
み
川
す
こ
と
に
な
る
。

分
家
間
の
序
列
に
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の

原
則
が
見
ら
れ
る
。

イ
同
世
代
で
分
岐
し
た
家
族
は
、
生
家

で
の
相
続
者
・
継
承
者
間
序
列
が
そ
の
ま

ま
家
族
の
序
列
と
な
る
。
（
嫡
出
原
理
）

ロ
同
一
本
家
か
ら
異
世
代
に
分
岐
し
た

家
族
の
間
で
は
、
本
家
か
ら
早
く
分
岐
し

た
家
族
が
、
後
か
ら
分
岐
し
た
家
族
よ
り

本
家
と
の
系
譜
関
係
が
近
い
。
こ
れ
は
本

家
を
親
（
父
）
と
し
た
場
合
、
息
子
た
ち

の
嫡
出
順
位
を
家
族
単
位
に
も
拡
大
通
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
（
拡
大
嫡
出
原
理
）

〈
本
家
ｌ
分
家
ｌ
孫
分
家
を
包
括
し
た

統
合
的
集
団
に
お
い
て
は
、
本
家
か
ら
直

接
分
岐
し
た
家
族
（
直
系
分
家
）
を
上
位

と
し
、
孫
分
系
か
ら
間
接
に
分
岐
し
た
家

族
（
傍
系
分
家
）
を
下
位
と
す
る
。
（
直

系
傍
系
の
原
理
）

嫡
出
の
原
理
は
以
上
の
よ
う
に
家
長
に

対
し
、
よ
り
身
近
か
な
関
係
を
認
知
す
る

文
化
的
規
制
で
あ
る
。

同
族
集
団
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
父
系

出
自
家
族
集
団
亀
目
１
－
冒
邑
ロ
の
ｍ
８
Ｉ

昌
恩
目
ど
の
８
５
）
を
私
案
と
し
て
提

出
し
た
い
。
〔
本
稿
は
定
例
研
究
会
に
お

け
る
報
告
要
旨
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
下
表
は
当
日
の
報
告
に
お
い

て
使
用
し
た
日
本
に
関
す
る
資
料
の
一
部

を
参
考
の
た
め
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
〕

家族の諸類型
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家連合の機能

家連合の機能

分 家

隠居

統
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嫁の地位
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村藩の強制

主なる分布地
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一
、
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高
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|典1束・近畿・中国。
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当
館
の
所
蔵
史
料
の
中
で
、
最
も
早
く

収
蔵
さ
れ
た
「
津
軽
家
文
苫
」
は
、
そ
の

第
一
回
の
整
理
が
実
施
さ
れ
た
の
が
、
昭

和
二
十
三
年
の
事
で
あ
っ
た
。
当
時
は
史

料
館
が
文
京
区
の
財
団
法
人
東
洋
文
庫
に

仮
寓
し
て
い
た
頃
で
、
点
数
確
認
の
た
め

の
整
理
が
行
わ
れ
、
仮
リ
ス
ト
が
作
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
二
十
八
年

に
、
一
応
目
録
作
成
の
為
の
再
整
理
が
行

わ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
公
刊
さ
れ
ず
に
今

日
に
至
り
、
今
回
改
め
て
目
録
刊
行
の
再

を
整
理
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

史
料
館
で
は
、
現
在
文
書
・
記
録
類
は
、

ま
ず
家
別
に
整
理
・
架
蔵
さ
れ
、
そ
の
中

で
比
較
的
大
量
の
各
家
文
書
の
整
理
の
た

め
に
、
記
録
帳
簿
の
冊
子
類
と
一
紙
も
の

の
証
文
・
沖
付
類
と
を
、
型
態
的
に
大
別

し
て
架
蔵
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
類
は
す

べ
て
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
度
の
整
理
の
場
合
は
、
再
を

整
理
と
い
う
関
係
上
、
先
人
の
な
さ
れ
た

も
の
を
な
る
べ
く
温
存
し
つ
つ
開
始
を
し

た
の
で
あ
る
が
、
作
業
を
進
め
て
行
く
に

つ
れ
て
、
段
盈
と
カ
ー
ド
記
入
乃
至
整
理

番
号
が
細
分
化
さ
れ
、
か
つ
架
蔵
の
便
宜

整理と保存

「
津
軽
家
文
書
」
の
整
理
を
終
え
て

１
１

を
よ
り
多
く
考
慮
し
た
た
め
、
結
果
的
に

は
、
前
者
と
大
分
の
異
動
を
見
る
こ
と
と

な
っ
た
。

大
方
の
大
名
文
書
が
そ
う
で
あ
る
如

く
、
こ
の
津
軽
家
文
耆
も
村
方
史
料
と
異

り
型
態
が
区
含
に
わ
た
っ
て
い
る
。
あ
る

も
の
は
何
重
の
箱
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
朱

印
状
・
蹴
鞠
免
許
状
の
如
き
、
細
長
く
大

き
い
も
の
や
、
絵
図
類
の
大
小
様
々
の
サ

イ
ズ
に
、
架
蔵
上
の
苦
慮
は
多
大
な
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
架
蔵
の
便
宜
を

優
先
さ
せ
、
整
理
の
途
中
で
型
態
不
同
の

も
の
、
或
い
は
箱
入
の
文
書
・
記
録
頬

は
書
架
の
最
下
段
に
架
蔵
出
来
る
様
に
留

意
し
つ
つ
行
な
っ
た
。
亦
原
型
は
な
る
べ

く
損
わ
ぬ
様
、
カ
ー
ド
記
入
の
際
は
そ
の

表
題
も
原
則
的
に
は
包
紙
の
表
記
を
尊
砿

し
つ
つ
採
取
す
る
様
努
力
し
た
。
か
く
し

て
行
わ
れ
た
津
軽
家
文
書
の
整
理
作
業

中
、
一
番
苦
慮
し
た
の
は
、
無
年
号
文
書

の
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
文

課
の
性
質
に
も
よ
り
、
あ
る
東
北
の
名
主

文
書
は
、
一
枚
の
端
書
に
至
る
ま
で
、
丹

念
に
年
号
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
整
理
す

る
も
の
が
非
常
に
能
率
的
で
あ
る
が
、
こ

浅
井
潤
子

の
津
軽
家
文
書
は
約
四
分
の
一
が
無
年
号

で
あ
る
。
こ
の
探
索
に
大
分
の
時
間
を
要

し
た
。
と
同
時
に
、
さ
ら
に
無
表
題
の
絵

図
類
の
多
い
事
で
あ
る
。
一
鋪
の
屋
敷
図

で
も
ど
こ
の
屋
敷
図
で
あ
る
か
、
ま
た

上
屋
敷
・
中
瞳
散
だ
け
書
か
れ
て
い
て
も

ど
こ
の
上
屋
敷
・
中
屋
敷
か
の
確
認
で
あ

る
。
年
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
が

移
転
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
確
認
は
非
常

に
難
行
し
た
。

つ
ぎ
に
分
類
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た

い
。
分
類
は
、
機
能
・
内
容
・
型
態
分

類
と
各
様
に
出
来
る
が
、
機
能
分
顛
を

す
る
に
は
、
藩
の
職
制
、
命
令
系
統
等
を
判

然
と
確
認
し
た
上
で
な
く
て
は
不
可
能
で

あ
る
。
津
軽
家
文
＃
の
場
合
は
、
収
蔵
す

る
大
部
分
の
史
料
が
、
二
の
丸
御
宝
蔵
に

収
め
ら
れ
て
い
た
所
綱
「
御
家
記
録
」
が

主
体
で
あ
っ
て
、
地
方
史
料
を
含
む
藩
政

史
料
の
大
宗
を
欠
い
て
い
る
。
よ
っ
て
同

然
と
内
容
に
即
し
た
分
類
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
分
顛
も
史
料
の

残
存
数
量
に
よ
っ
て
、
普
通
小
項
目
で
あ

る
べ
き
も
の
が
、
中
項
目
に
な
り
、
さ
ら

に
中
項
目
が
大
項
目
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
勤
役
の
項
目
で
あ

る
が
、
普
通
の
分
顛
で
は
藤
侯
の
中
項
側

で
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
津

軽
家
の
場
合
、
本
州
の
最
北
端
に
位
す
る

と
い
う
特
殊
事
情
も
あ
り
、
蝦
夷
地
警
備

ｊ
ｉ

（
九
頁
下
段
よ
り
つ
づ
く
）

こ
れ
ら
は
、
何
れ
図
諜
目
録
を
刊
行
し

て
、
御
利
用
に
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
に
主
と
し
て
参
考
図
書
の
収
集
に

つ
い
て
概
述
し
た
が
、
そ
の
外
に
も
、
関

連
参
考
史
料
の
扱
い
方
や
、
幡
理
・
研
究

の
途
上
で
作
成
す
べ
き
各
種
デ
ー
タ
に
つ

い
て
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。（

原
島
）

の
大
任
を
負
い
、
そ
の
関
係
史
料
が
多
量

に
存
す
る
の
で
、
そ
の
特
殊
い
怖
に
か
ん

が
み
て
、
大
項
目
と
し
て
取
扱
っ
た
。
ま

た
従
来
の
史
料
館
の
分
類
方
針
だ
と
絵
図

類
は
別
項
目
と
し
て
、
そ
の
な
か
を
内
容

分
類
し
て
い
た
が
、
津
軽
家
文
書
は
絵
図

類
も
内
容
分
類
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
項
目
に
細
入
し
た
な
ど
、
従
来
の
慣

習
と
は
、
や
や
異
な
っ
た
分
類
も
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
本
来
そ
の
項
目
に
入
れ
る
べ

き
で
な
い
も
の
も
、
不
本
意
乍
ら
便
宜
上

編
入
し
た
も
の
も
、
二
、
三
あ
る
事
を
お

断
り
し
て
お
く
。

以
上
津
軽
家
文
書
の
整
理
と
分
類
を
完

了
し
た
雑
感
を
記
し
た
が
、
こ
の
際
、
現

地
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
弘
前
図

苫
館
な
ど
の
藩
政
史
料
の
主
要
な
部
分
の

フ
ィ
ル
ム
収
集
を
行
っ
て
一
藩
の
大
名
文

書
と
し
て
、
研
究
者
の
便
宜
に
供
せ
ら
れ

た
な
ら
と
、
切
望
し
て
や
ま
な
い
。
｜
’
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史
料
を
雛
理
し
て
行
く
段
階
で
、
史
料

の
考
証
や
内
容
理
解
の
補
助
の
た
め
に
、

各
種
の
参
考
資
料
が
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
参
考
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関

の
性
格
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と

も
、
勿
論
で
あ
る
。
同
じ
く
近
世
史
料
の

整
理
を
業
務
と
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
機

関
の
規
模
な
り
設
置
の
目
的
な
り
に
よ
っ

て
、
必
要
と
す
る
参
考
資
料
に
変
動
の
あ

る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
当
館
の

事
例
が
、
直
接
比
較
の
対
象
と
は
な
り
得

な
い
け
れ
ど
、
史
料
の
整
理
・
研
究
機
関

に
お
け
る
参
考
資
料
の
問
題
は
、
ひ
と
り

当
館
だ
け
に
限
ら
ず
、
同
種
機
関
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
だ
と
思
う
の
で
、
こ
こ

に
そ
の
一
端
を
述
べ
て
御
意
兇
と
御
協
力

を
仰
ぎ
た
い
。

参
考
資
料
の
種
類
は
一
様
で
な
い
が
、

ま
ず
一
般
的
な
図
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

参
考
図
普
と
し
て
特
に
当
館
が
亜
点
を
お

い
て
い
る
の
は
、
辞
書
・
史
料
集
・
地
誌

で
あ
り
、
こ
れ
に
各
分
野
の
概
説
的
研
究

書
を
加
え
て
い
る
。
辞
書
類
は
何
れ
の
研

究
所
・
図
書
館
な
ど
で
も
第
一
に
備
え
ら

整理と保存

史
料
整
理
と

八
参
考
資
料
Ｖ
の
収
集

１
１

れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
歴
史
辞
典
は
勿
論

の
こ
と
、
人
名
・
地
名
及
び
各
部
門
の
辞

謹
を
一
応
揃
え
て
い
る
。
こ
の
剛
の
も
の

で
は
『
読
史
備
要
』
・
『
読
史
総
覧
』
や
年

表
類
も
座
右
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
・
「
大
武
鑑
」
．

「
柳
営
補
任
」
の
類
や
草
体
字
典
が
必
要

な
の
は
近
世
史
料
を
扱
う
上
で
の
特
例
と

も
い
え
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、
『
国
書
解
題
』

．
『
日
本
経
済
史
文
献
』
を
は
じ
め
、
蔵

書
目
録
・
解
題
・
索
引
の
類
も
で
き
る
だ

け
集
め
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

史
料
集
は
数
も
多
く
、
特
に
叢
書
形
式

の
も
の
は
高
価
な
も
の
な
の
で
、
収
集
は

容
易
で
な
い
。
し
か
し
、
収
集
史
料
の
欠

を
補
い
、
比
較
参
照
の
便
を
得
ら
れ
る
な

ど
、
そ
の
利
用
価
値
は
甚
大
で
あ
る
か
ら

更
に
充
実
を
計
っ
て
い
き
た
い
。

地
誌
類
に
つ
い
て
は
、
近
世
史
料
が
当

該
地
方
の
諸
条
件
と
密
着
す
る
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
特
に
重
視
し
て
い
る
。
こ
と

に
最
近
は
地
方
史
誌
出
版
ブ
ー
ム
も
あ
っ

て
、
詳
細
で
良
質
の
地
誌
が
墹
加
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
状
の
把
握
は
む
ず

か
し
い
が
、
多
く
の
地
誌
書
目
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
利
用
を
お
す
す
め
す
る
。

古
く
は
内
務
省
地
理
局
編
『
地
誌
目
録
』

な
ど
が
あ
り
、
『
日
本
経
済
史
文
献
』
に
も

主
要
な
も
の
は
収
載
さ
れ
て
い
る
。
戦
後

は
、
西
岡
秀
雄
・
『
日
本
県
別
地
誌
目
録
』

が
練
っ
た
も
の
と
し
て
最
も
早
く
、
次
い

で
東
京
市
政
調
査
会
綿
『
地
方
史
誌
』
大

阪
市
史
細
集
室
締
『
全
国
市
史
目
録
』
等

が
あ
り
、
岐
近
で
は
藤
本
篤
綿
『
全
悩
市

史
日
録
』
（
「
地
方
史
研
究
」
所
載
）
や

林
英
夫
・
川
畑
勉
締
『
戦
後
県
市
町
村
史

目
録
』
（
「
日
本
古
書
通
信
」
所
載
）
が

あ
る
。
こ
の
ほ
か
地
方
別
に
は
各
地
方
図

書
館
協
会
が
編
集
し
た
郷
土
資
料
目
録
が

あ
り
（
日
本
図
書
館
協
会
編
『
郷
土
資
料

目
録
総
覧
』
参
照
）
、
雑
誌
「
日
本
歴
史
」

に
も
地
方
史
研
究
の
案
内
が
県
別
に
連
載

中
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
立
図
書
館
、

天
理
図
書
館
所
蔵
の
地
方
史
目
録
が
あ

り
、
参
考
に
な
る
（
前
者
は
単
行
、
後
者

は
「
ビ
ブ
リ
ア
」
所
戦
）
・
何
れ
に
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
地
誌
目
録
を
手
引
に
必
要

な
も
の
を
順
次
に
揃
え
て
行
く
わ
け
だ

が
、
地
誌
の
細
纂
に
も
時
代
の
流
行
が
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
が
よ
く
、

古
い
も
の
が
役
に
立
た
な
い
と
は
限
ら
な

い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
熱
心
な

地
方
で
は
、
明
治
以
後
数
次
に
亘
る
地
誌

出
版
を
承
る
が
、
そ
の
何
れ
を
採
る
か
は

検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
現
在
は
そ
の
存

6

！

在
が
薄
く
な
っ
た
郡
に
関
し
て
は
、
大
正
一

一
○
年
の
郡
制
廃
止
の
前
後
に
多
く
の
郡
９

史
誌
が
刊
行
さ
れ
て
を
り
、
そ
れ
ら
の
中
一

に
は
極
め
て
利
用
価
値
の
高
い
も
の
が
多

い
こ
と
を
附
記
し
て
お
こ
う
。

と
こ
ろ
で
、
史
料
を
整
理
す
る
に
は
参

考
資
料
が
必
要
で
あ
る
と
冒
頭
に
述
べ
た

が
、
そ
の
必
要
性
は
必
ず
し
も
多
く
の
支

持
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
を
い

え
ば
、
当
館
の
巡
営
に
お
い
て
も
、
そ
の

理
解
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、

参
考
図
番
猟
が
年
間
一
万
円
に
み
た
な
い

予
算
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
歴

然
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
数
字
を
挙
げ
る

こ
と
は
、
当
館
に
と
っ
て
不
名
誉
で
あ

り
、
且
つ
図
書
費
の
少
い
こ
と
を
嘆
い
て

お
ら
れ
る
同
種
機
関
の
職
員
の
方
と
に
、

不
利
な
実
例
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

る
も
の
を
恐
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
偽
り

の
な
い
実
例
と
し
て
敢
え
て
公
表
し
て
お

く
。
こ
の
少
額
な
予
算
に
対
し
、
多
く
の

参
考
図
押
を
入
手
す
る
た
め
、
他
の
経
費

を
節
減
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
図
佇
を
増

加
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

公
共
・
民
川
を
問
わ
ず
図
書
寄
贈
を
御
依

頼
し
、
多
方
の
御
協
力
を
得
て
い
る
こ
と

は
感
謝
に
た
え
な
い
。
な
お
、
現
在
ま
で

に
当
館
が
架
蔵
し
て
い
る
参
考
図
書
は
、

単
行
本
約
一
万
五
千
冊
雑
誌
約
七
千
冊
で

あ
る
。
（
八
頁
下
段
に
つ
づ
く
）



｜

標
本
民
具
の
採
集
か
ら
収
蔵
ま
で
の
手

順
は
、
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

の
寄
託
・
委
託
・
譲
渡
・
寄
贈
等
の
事
務

手
続
（
書
類
の
作
製
・
取
交
等
）
の
完
了

②
採
集
番
号
の
標
本
へ
の
書
入
れ
③
採

集
調
査
記
録
の
作
製
㈱
梱
包
搬
出
入

⑤
荷
解
き
と
防
虫
防
温
⑥
収
蔵
番
号
の

決
定
と
標
本
へ
の
書
入
れ
例
収
蔵
原
禰

の
作
製
⑥
配
架
。

す
な
わ
ち
、
標
本
が
搬
入
さ
れ
、
荷
解

き
と
点
検
を
了
え
た
所
で
、
改
め
て
、
そ

の
標
本
の
収
蔵
番
号
を
定
め
、
必
要
事
項

を
八
収
蔵
原
簿
Ｖ
に
記
入
し
、
し
か
る
後
、

蔵
入
り
・
配
架
と
な
る
。
収
蔵
番
号
は
、

普
通
、
受
入
れ
順
の
一
連
番
号
と
し
、
勿

論
、
一
度
定
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
み
だ
り

に
変
え
て
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
必
要
事
項
は
㈹
標
準
名
（
所
謂
、
学

名
に
当
る
）
㈲
地
方
名
例
採
集
地

目
採
集
者
名
㈱
寄
贈
者
・
委
託
者
名

㈹
採
集
年
月
日
㈹
収
蔵
年
月
Ｈ
例
収

蔵
番
号
な
ど
に
加
え
、
収
蔵
前
の
保
存
の

状
態
、
搬
入
時
の
破
損
の
退
色
状
況
、
特

徴
的
な
形
状
（
識
別
の
表
象
）
、
配
架
箇

所
等
を
備
考
と
し
て
記
入
す
る
慨
行
が
行

整理と保存

民
俗
資
料
の
保
存
管
理
。

’
八
収
蔵
原
簿
Ｖ
の
形
式
Ｉ

ｆ
ｂ
ｄ
■
■
’
四
一
ロ
■
口
勺
り
凸
４
争
■
『

わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
種
の
収
蔵
原
簿
は
、
単

に
、
資
産
管
理
の
必
要
上
、
収
蔵
の
現
況

を
把
握
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
標
本
の
年
代
、
地
域
、
入
手
経
路

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
用

途
別
、
名
称
別
、
採
集
者
別
、
地
域
別
、

配
架
別
等
の
検
索
カ
ー
ド
群
を
作
製
す
る

韮
礎
溢
料
と
し
て
、
活
用
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
特
定
の
採
集
記
録

を
以
っ
て
、
こ
の
種
の
収
蔵
原
簿
に
か
え

る
方
法
を
行
わ
れ
て
い
る
が
、
採
集
記
録

と
収
蔵
原
簿
と
で
は
、
自
か
ら
、
目
的
性

格
が
異
な
り
、
か
つ
、
多
量
の
標
本
を
整

理
す
る
に
は
、
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
財
団
法
人
日

本
民
族
学
協
会
附
属
民
族
学
博
物
館
に
お

い
て
も
、
両
者
を
わ
け
、
収
蔵
原
簿
は

Ｂ
五
判
八
○
○
乃
至
二
五
○
頁
、
縦
書
き

一
頁
当
り
五
件
の
記
入
欄
。
上
質
紙
を
用

い
長
期
の
使
用
に
耐
え
る
よ
う
装
丁
堅
固

で
、
当
館
移
管
ま
で
一
三
冊
作
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
採
集
記
録
は
ル

ー
ズ
リ
ー
フ
二
枚
一
組
。
記
載
項
目
も
や

や
詳
細
に
わ
た
り
、
そ
の
必
要
事
項
の
み

’

１
－
１

第
一
図
Ｂ
六
判
資
料
カ
ー
ド

を
収
蔵
原
簿
に
摘
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
民
博
式
の
収
蔵
原
簿
で

い
さ
さ
か
不
便
で
あ
っ
た
の
は
標
本
の
形

態
識
別
に
関
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
原
簿
の
記
載
か
ら
は
、
一
般
に
、
同
名

異
体
、
同
種
異
体
の
標
本
の
識
別
は
困
難

で
あ
り
、
標
本
書
入
れ
の
番
号
の
剥
落
し

た
よ
う
な
と
き
に
は
、
思
わ
ぬ
手
数
が
生

じ
た
。こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
、
新
館
開
館

番号 ABC

標準名

六六判，六九判
原名

写真貼付
市町村県

国
使用地

地域 族
一
年
日

鄙

｜
’

採集者
寄贈者
形状
・寸法

睦月皆’ 6’

’
月

’ C師× C畑

I

1
lb摘要

当
時
、
そ
れ
ま
で
の
収
蔵
原
簿
に
か
わ
る

も
の
と
し
て
、
Ｂ
六
判
カ
ー
ド
形
式
の
も

の
を
試
作
し
た
（
第
一
図
）
・

し
か
し
、
こ
の
種
の
カ
ー
ド
は
、
な
お

簡
略
化
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
写
真
は
す
で
に
最
近
よ
い
レ

ン
ズ
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
六

六
判
の
必
要
は
な
く
、
ラ
イ
カ
判
が
む
し

ろ
適
し
て
い
る
。
第
二
に
、
標
本
の
形
態

記
述
は
、
形
態
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
記

号
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今

後
は
、
一
般
に
は
例
え
ば
、
製
図
図
画
管

理
カ
ー
ド
の
よ
う
な
、
よ
り
小
型
な
カ
ー

ド
が
工
夫
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、

ほ
ど
な
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
中
村
）

（
四
頁
下
段
よ
り
つ
づ
く
）

係
と
か
、
周
辺
農
村
購
造
の
展
開
が
城
下

町
の
整
備
に
つ
い
て
の
大
き
な
要
素
に
な

る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
非
領
国
と

も
い
え
る
開
放
的
な
領
国
体
制
が
城
下
町

の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す

か
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
の

で
、
今
後
こ
れ
ら
に
留
意
し
て
研
究
を
続

け
た
い
と
思
う
。
〔
本
稿
は
定
例
研
究
会

に
お
け
る
服
告
の
要
旨
に
加
筆
し
た
も
の

で
あ
る
〕
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＊
近
江
国
愛
智
郡
中
一
色
村
嶋
村
家
文
書
（
庄
屋
）

＊
三
河
国
幡
豆
郡
聖
一
色
村
寺
尾
家
文
書
（
地
主
）

美
濃
国
山
県
三
輪
村
後
藤
家
文
苔
（
庄
屋
）

＊
上
野
国
安
中
郡
原
市
村
文
書

＊
諸
国
地
誌
（
写
本
）

兵
庫
県
加
古
郡
荒
井
村
戸
長
役
場
書
類

＊
兵
庫
県
印
南
郡
曾
根
村
戸
長
役
場
書
類

兵
庫
県
加
古
郡
八
幡
村
役
場
引
継
書
類
（
旧
下
村
外
五
力
村
戸
長
役
場
）

＊
滋
賀
県
高
嶋
郡
マ
キ
ノ
町
役
場
引
継
書
類
（
旧
蛭
口
村
外
十
五
ヵ
村
戸
長
役
場
）

＊
岡
山
県
津
高
郡
福
山
村
役
場
引
継
書
類
（
旧
加
茂
市
場
村
外
三
力
村
戸
長
役
場
）

＊
京
都
府
中
郡
五
箇
村
外
五
ヵ
村
戸
長
役
場
書
類

兵
庫
県
印
南
郡
米
田
村
外
七
力
村
戸
長
役
場
書
類

＊
京
都
府
天
田
郡
菟
原
中
村
外
四
ヵ
村
戸
長
役
場
書
類

岡
山
県
勝
北
郡
勝
田
村
役
場
引
継
書
類
（
旧
小
畑
村
外
六
力
村
戸
長
役
場
）

＊
広
島
県
沼
隈
郡
百
島
村
戸
長
役
場
書
類

＊
広
島
県
沼
田
郡
浦
崎
村
戸
長
役
場
書
類

広
島
県
沼
田
郡
小
河
内
村
戸
長
役
場
書
類

＊
京
都
府
熊
野
郡
久
美
浜
町
役
場
引
継
書
類
（
旧
第
九
大
区
会
所
）

広
島
県
高
宮
郡
鈴
張
村
戸
長
役
場
書
類

新
潟
県
下
不
動
産
船
舶
公
証
書
類

摂
津
国
川
辺
郡
上
之
島
村
岡
村
家
文
書
（
庄
屋
・
戸
長
）

諸
国
郷
帳
（
写
本
）

上
野
国
佐
波
郡
東
小
保
方
村
久
永
家
文
書
（
旗
本
）

＊
出
羽
国
雄
勝
郡
湯
沢
町
寄
郷
岩
崎
村
宮
原
家
文
苫
（
肝
煎
）

＊
山
城
国
乙
訓
郡
諸
村
諜
上
帳

収蔵史料

所
蔵
史
料
一
覧
概
表
日

Ｌ
日
■
Ｐ
ｂ
ｌ
０

但
し
、
蒐
蔵
年
度
順
、
＊
印
は

点
数
百
点
以
下
の
少
数
史
料
、

○
印
内
数
字
は
既
刊
目
録
集
数
番

号

＊
紀
伊
国
伊
都
郡
向
副
村
戸
長
役
場
書
類

＊
近
江
国
栗
山
郡
駒
井
沢
村
木
戸
家
文
書
（
庄
屋
・
戸
長
）

＊
出
羽
国
平
鹿
郡
沼
館
村
土
地
租
税
史
料

＊
群
馬
県
下
村
々
戸
長
役
場
書
類

越
前
国
丹
生
郡
上
糸
生
村
松
出
家
文
書
（
庄
屋
）

武
蔵
国
比
企
郡
高
野
倉
村
山
崎
家
文
書
（
名
主
）

信
濃
国
小
県
郡
東
上
田
村
田
中
家
文
書
（
名
主
）

＊
岐
阜
県
恵
那
郡
三
郷
村
役
場
書
類
（
含
旧
村
戸
長
役
場
引
継
書
類
）

＊
岐
阜
県
加
茂
郡
和
知
村
役
場
書
類

＊
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
役
場
書
類

＊
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
村
戸
長
役
場
書
類

＊
美
濃
国
不
破
郡
表
佐
村
文
書
（
庄
屋
・
戸
長
）

美
濃
国
大
野
郡
鹿
野
村
粟
野
家
文
書
（
庄
屋
）

＊
遠
江
国
榛
原
郡
村
を
持
高
言
上
帳
（
高
尾
村
外
九
ヵ
村
）

伊
勢
国
飯
野
郡
清
水
村
飯
出
家
文
書
（
庄
屋
）

＊
伊
勢
国
飯
野
郡
松
崎
浦
松
嶋
家
文
詳
（
庄
屋
）

＊
伊
勢
国
度
会
郡
八
Ｈ
市
場
町
麻
谷
家
文
諜
（
町
年
寄
）

東
京
市
小
石
川
区
高
田
老
松
町
細
川
家
文
壽
（
旧
侯
爵
家
家
政
所
）

志
摩
国
英
虞
郡
名
田
村
文
書
（
戸
長
・
村
役
場
）

美
濃
国
安
八
郡
青
木
村
小
宅
家
文
書
（
名
主
）

羽
前
国
置
賜
・
村
山
郡
諸
家
文
書

山
形
県
六
郡
開
村
戸
長
・
村
役
場
書
類

山
形
県
六
郡
諸
村
土
地
関
係
史
料

＊
北
見
国
利
尻
郡
戸
長
役
場
書
類

岐
阜
県
大
野
郡
清
見
村
戸
長
役
場
書
類

越
後
国
頚
城
郡
荒
屋
村
相
沢
家
文
書
（
地
主
・
用
水
組
合
）

新
潟
県
下
不
動
産
船
舶
公
証
書
類
（
追
加
分
）

美
濃
国
不
破
郡
表
佐
村
飯
沼
家
文
書
（
医
家
）

＊
美
作
国
和
田
村
（
郡
名
未
詳
）
小
林
家
文
書
（
地
主
）

静
岡
県
敷
知
郡
吉
津
村
外
四
ヵ
村
戸
長
役
場
諜
緬

＊
岡
山
県
上
房
郡
上
竹
荘
村
役
場
引
継
書
類
（
上
津
村
外
三
ヵ
村
戸
長
役
場
）

●
：
１
１
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尾
張
国
名
古
屋
渡
辺
家
文
言
（
商
家
）

⑪
日
本
実
業
史
博
物
館
旧
蔵
史
料
（
絵
画
・
地
図
・
番
付
・
竹
森
文
庫
）

「
鉱
山
紀
年
録
」
（
川
羽
国
大
蔦
金
山
荒
谷
家
文
書
追
加
分
）

＊
出
雲
国
仁
多
郡
稲
出
村
安
部
家
文
書
（
万
貸
方
帳
六
○
冊
）

阿
波
国
徳
島
蜂
須
賀
家
文
書
追
加
分
（
藩
主
）

＊
小
杉
温
邨
採
訪
筆
写
史
料

新
潟
県
中
頚
城
郡
大
鹿
村
役
場
書
類

岡
山
県
勝
南
郡
第
二
十
区
戸
長
役
場
書
類
（
旧
池
ヶ
原
村
外
）

岐
阜
県
大
野
郡
丹
生
川
村
戸
長
役
場
書
類

美
濃
国
安
八
郡
更
屋
敷
村
早
崎
家
文
書
（
名
主
）

島
根
県
簸
川
郡
神
門
村
役
場
引
継
書
類
（
旧
知
井
宮
村
外
四
力
村
戸
長
役
場
）

石
見
国
安
濃
郡
大
川
町
中
村
家
文
書
（
商
家
）

出
羽
国
雄
勝
郡
湯
沢
町
小
川
家
文
言
（
久
保
田
藩
湯
沢
蔵
元
）

＊
肥
後
細
川
家
系
譜
類
（
編
墓
書
七
三
冊
）

信
濃
国
水
内
郡
五
荷
村
水
野
家
文
書
（
庄
屋
）

甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻
村
井
尻
家
文
菩
追
加
分

信
濃
国
佐
久
郡
海
尻
村
文
書

＊
越
後
国
魚
沼
郡
下
船
渡
村
村
山
家
文
書
（
庄
屋

遠
江
国
豊
田
郡
久
保
村
秋
鹿
家
文
書
（
社
家
）

信
濃
国
埴
科
郡
東
条
村
相
沢
家
文
書
（
名
主
）

摂
津
国
武
庫
郡
氷
室
村
吉
田
家
文
菩
（
庄
屋
）

＊
信
濃
国
松
代
藩
家
臣
書
状

越
後
国
三
島
郡
深
沢
村
高
頭
家
文
書
（
庄
屋
）

滋
賀
県
高
嶋
郡
マ
キ
ノ
町
役
場
書
類
（
旧
蛭
口

類
）
備
前
国
津
高
郡
稲
山
村
役
場
書
類

越
後
国
魚
沼
郡
木
落
村
田
口
家
文
書
（
庄
屋
・

越
後
国
魚
沼
郡
下
条
上
組
村
文
書
（
庄
屋
）

近
江
国
蒲
生
郡
八
幡
町
西
川
家
文
書
（
商
家
）

島
根
県
簸
川
郡
神
門
村
役
場
引
継
書
類
（
旧
猯

石
見
国
安
濃
郡
大
川
町
中
村
家
文
書
（
商
家
）

出
羽
国
雄
勝
郡
湯
沢
町
小
川
家
文
言
（
久
保
、

肥
後
細
川
家
系
譜
類
（
編
墓
書
七
三
冊
）

信
濃
国
水
内
郡
五
荷
村
水
野
家
文
書
（
庄
屋
）

》
Ｉ（

庄
屋
）

（
旧
蛭
口
村
外
十
五
ヶ
村
戸
長
役
場
候
引
継
書

（
庄
屋
・
大
肝
煎
）

（
庄
屋
）

（
名
主
）

○
四
○
年
度
新
収
史
料
紹
介
（
承
前
）

越
後
国
深
沢
村
高
頭
家
文
鋤

旧
長
岡
藩
領
深
沢
村
三
組
庄
屋
高
頭
家
文
書
で
、
享
保
以
降
の
租
税
関
係
帳
簿
（
割

方
・
目
録
・
指
曳
等
）
を
主
体
に
、
嶋
地
、
新
開
、
普
請
等
の
帳
簿
類
が
か
な
り
そ
ろ

っ
て
い
る
。
一
紙
物
は
、
請
願
書
・
届
書
等
村
政
全
般
に
わ
た
る
。
高
頭
家
私
文
普

は
、
経
営
（
小
作
・
諸
肖
業
）
、
生
活
に
関
す
る
諸
帳
簿
と
若
干
の
書
状
類
が
あ
る
。

（
現
新
潟
県
長
岡
市
深
沢
。
数
量
一
八
六
五
冊
、
一
五
二
通
、
一
綴
、
一
包
三
括
、
一

七
袋
。
但
し
袋
入
分
一
紙
物
は
細
整
理
の
要
あ
り
。
概
算
二
、
○
○
○
点
）

越
後
国
魚
沼
郡
木
落
村
文
書

会
津
預
領
、
天
領
、
白
川
領
他
の
変
遷
を
へ
て
い
る
が
、
延
宝
以
降
の
年
貢
割
付
・

皆
済
関
係
史
料
が
若
干
ま
と
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
大
部
分
庄
屋
田
口
氏
伝
来
の
、
中
期

以
降
の
預
書
・
届
書
（
控
）
、
村
村
出
入
（
質
地
・
貸
借
・
山
林
）
等
の
証
文
類
。
田

口
氏
は
魚
沼
郡
村
村
大
肝
煎
代
役
も
兼
ね
、
こ
の
関
係
の
も
の
も
若
干
あ
る
。
（
現
新

潟
県
中
魚
沼
郡
川
西
町
木
落
。
約
三
六
○
通
）

越
後
国
魚
沼
郡
下
条
上
組
村
文
書

寛
文
以
降
の
年
貢
割
付
、
皆
済
状
を
中
心
と
し
た
若
干
の
庄
屋
文
書
。
性
格
は
大
部

分
木
蒋
村
と
類
似
ｏ
）
現
新
潟
県
十
日
町
市
下
条
約
。
一
○
冊
、
七
八
通
、
四
枚
、
二
袋
）
。

追
記
以
上
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
も
の
の
他
に
、
本
館
に
は
現
在
つ
ぎ
の
記
録
史
料

が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
寄
贈
史
料
と
し
て
は
、
前
記
日
本
実
業
史
博
物
館
旧
蔵
史
料
の
う
ち
「
所
蔵
史

料
目
録
」
第
十
一
集
収
録
以
外
の
も
の
に
、
文
書
・
書
籍
・
広
告
・
写
真
類
が
あ
り
、

整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
寄
託
史
料
で
は
、
白
木
屋
大
村
家
文
書
（
材
木
・

呉
服
商
、
約
七
○
点
）
、
松
浦
武
四
郎
文
書
（
北
方
探
険
、
自
筆
原
稿
類
、
約
七
○
○

点
）
が
あ
り
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
数
件
の
正
式
契
約
未
了
分
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
手
続
を
完
了
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
近
来
、
機
関
研
究
な
ど
と
も
関
連
し
て
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
る
フ
イ
ル
ム
に
よ

る
収
集
史
料
と
し
て
は
、
信
州
真
田
家
・
武
州
富
沢
家
・
白
木
屋
・
江
川
代
官
・
秋
山

鉱
山
・
能
登
小
林
家
・
会
津
藩
・
岡
山
藩
・
鳥
取
藩
・
糸
魚
川
城
下
町
関
係
の
各
文
書

が
、
一
○
○
フ
ィ
ー
ト
フ
イ
ル
ム
に
し
て
約
二
七
四
本
が
収
集
・
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
本
館
の
研
究
計
画
が
完
了
し
た
後
に
整
理
の
上
、
順
次
公
開
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。
当
面
は
閲
覚
に
供
さ
れ
な
い
。

な
お
、
民
俗
史
料
（
民
具
）
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
企
画
を
改
め
て
紹
介
し
て
行
く

こ
と
に
す
る
。

■

６
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第1表
年度別収集件数

れ
て
い
る
。
ま
ず
創
立
間
も
な
い
二
三
年

本
号
ま
●
で
三
回
に
わ
た
り
、
所
蔵
史
料

の
概
要
を
一
覧
し
て
来
た
。
三
八
年
度
以

降
は
新
収
史
料
紹
介
を
試
永
て
き
た
の

で
、
二
二
年
度
以
降
三
七
年
度
ま
で
の
、

各
文
書
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
細
な
解
説

を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
く
つ
に

企
画
を
改
め
て
か
ら
発
表
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
こ
で
は
、
若
干
の
統
計
資
料
を
も

と
に
、
以
下
数
回
に
わ
た
り
所
蔵
史
料
の

概
要
を
お
伝
え
し
、
二
、
三
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
利
用
者
各
位
の
ご
参
考
に
供
す

る
に
と
ど
め
た
い
。

第
１
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
総
件
数

は
三
○
○
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
体
同
一

（
家
）
文
書
が
、
二
回
（
年
度
）
以
上
に
わ

た
っ
て
収
集
さ
れ
た
場
合
は
一
件
と
数
え

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ

て
、
年
平
均
一
六
件
以
上
の
収
集
が
な
さ

－

収蔵史料
一

詞
年度件数||年
ll{{和I
221103

1231233

1
24116,,34110

1，

2571‘3524

26125i,36131

27121137391
28113389：
29161139171

':↑'!;||為,30．
6

1－

所
蔵
史
料
の
現
況
㈲

ｌ
収
集
経
過
と
そ
の
問
題
点
Ｉ

ｐ
や
‐
１
１
■
且
■
７
１
■
■
Ｐ

第2表種類別収集件数 と
二
六
年
が
平
均
を
上
廻
り
、
三
二
・
三

三
両
年
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
て
、
三

五
年
か
ら
三
七
年
ま
で
収
集
が
最
高
度
に

進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
こ
れ
が

三
八
年
以
降
急
激
に
低
下
し
た
こ
と
も
、

右
の
表
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本

館
に
お
け
る
収
集
事
業
に
つ
い
て
、
根
本

的
な
再
検
討
を
は
じ
め
た
時
期
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、
右
の
収
集
状
況
を
、
さ
ら
に
各

’
１
－

遡
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

己号｜ 種類別｜件数’ 種類別｜件数’件数｜記号 ’大名
家臣(旗本）
公家
寺社(神社）
村役人(浦方）
町役人
地主兼商人
商人(両替）
鉱工業者

医家
戸長役場
村・町役場
郡役所他
県庁
全国，一般
雑未整理共
合計

２
０
７
６
２
皿
９
叩

３

３

註l)件数（）内数字は靭類()内に麟当する。
2)E､F･は，大庄屋，大肝煎なども含めている。とくに「村役人」に限
定できない村方文嘗一般もいれた。
3)F.は，便宜上，宿，本陣も含む。
4)M.は，裁判所，登記所等も含む不助遁避妃関係記録を主とする。

5)O.は，領知，絵図，地誌，武鑑，などのほか，全国にまたがるもの｜
をおさめる。

6）K､Lは，分かちがたいものであるが，鮨うかぎりこれを区別した。

らし以計た放がもちの第3表都道府県ガ
近か降三め出、の、が－－‐－－－

代も新七に．近もK一地域|件数|地域

塗崖熱戦繍繊
亨潮と彪熊迩織‘O長野

聯
六、い三両をとのが右
各こる三者示く史たの
年れo年合すに料いう－

都道府県別収集件数 文
茜
の
祁
撤
（
性
格
）
と
地
域
（
都
道
府

県
）
別
に
示
し
た
も
の
が
、
第
２
．
３
表

で
あ
る
。
ま
ず
第
２
表
で
は
、
村
方
（
役

人
）
史
料
が
一
三
八
件
と
群
を
抜
き
、
戸

長
役
場
・
商
人
史
料
が
二
○
’
三
○
件
台
、

地
主
・
大
名
・
家
臣
・
公
家
、
お
よ
び

全
国
に
わ
た
る
も
の
と
一
般
的
性
格
の
も

域|件数|地域I
｜
域
一
本
分
崎
島
国
国
鋤
贈
汁

児
§
惟

砥
一
熊
大
値
腱
諸
窪
燃
合
ｌ

一
瞬
－
５
叩
０
６
４
５
３
０
２
０
１
０
１
０

件数

,;|大阪
21鴦爵
30'岡山
28広島

州督

鵡＃
13i愛媛

';|"

帽
’6

110

Ｑ
６
ｒ
ｌ
ｌ
９

'7
‘3

3“

１
１
：
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

度
で
は
附
入
総
額
の
五
○
％
前
後
に
逆
し

て
、
本
館
の
史
料
収
集
が
漸
く
一
つ
の
転

換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
来
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
村
方
史
料
が
鮫
も
多
く
、
全
件

数
の
四
○
％
を
示
し
て
各
年
度
で
洩
れ
な

く
対
象
に
上
が
っ
て
い
る
が
、
近
時
そ
の

件
数
は
と
み
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
第
３
表
の
地
域
別
分
類
で
は
、

東
海
・
中
部
、
と
く
に
岐
阜
・
長
野
・
静

岡
・
愛
知
の
各
県
に
著
し
い
偏
在
を
示
し

（
全
体
の
三
○
％
）
、
各
年
度
と
も
こ
の

地
域
の
史
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
の
地
域
で
は
、
近
畿
地
方
一
帯
を
筆
頭

に
、
秋
田
・
山
形
、
関
東
、
新
潟
・
福
井
、

中
国
の
各
地
が
め
だ
ち
、
四
国
・
九
州
は

極
立
っ
て
少
な
い
。
年
次
別
で
は
、
近
畿

は
三
○
年
以
降
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
新

潟
で
は
三
二
年
以
降
と
く
に
近
代
史
料
の

収
集
が
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

最
後
に
、
史
料
の
蒐
集
源
を
表
示
し
た

も
の
が
第
４
表
で
あ
る
。
僻
店
（
古
禅
店
）

が
全
体
の
三
○
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
〃

製
紙
問
屋
、
原
蔵
者
が
六
○
’
七
○
件
台

で
、
他
は
収
集
家
・
機
関
で
あ
る
。
右
の

う
ち
、
Ｄ
・
Ｅ
は
創
立
当
初
数
年
間
に
当

時
の
特
殊
Ｗ
情
を
反
映
し
て
肢
も
多
く
、

三
○
年
以
降
は
三
件
に
過
ぎ
な
い
。
一

方
、
Ａ
は
三
○
年
前
後
ま
で
は
件
数
・
金
額

と
も
最
も
多
く
、
七
○
％
’
九
○
％
の
比

率
を
示
す
年
が
相
次
ぎ
、
二
五
年
は
一
○
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第4表附入先別収集件数二
六
年
以
降
登
場
し
た
古
書
店
は
、
三
三
一

年
以
降
急
増
し
Ａ
に
そ
の
地
位
を
譲
っ
て

い
る
。
同
時
に
Ｃ
も
二
九
年
以
降
漸
増
し

娠
僻
唾
蔀
回
嘩
塑
癖
準
洲
鯉
泌
幟
郁
祁
岬
趣
一

料
の
増
大
を
結
果
し
、
収
集
事
業
に
新
た
一

な
問
題
を
提
起
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
ｏ
｜

以
上
の
ほ
か
、
第
２
．
３
．
４
各
表
の

相
関
関
係
を
示
す
資
料
、
購
入
価
格
の
変
一

遷
な
ど
も
提
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅

の
都
合
上
、
他
日
を
期
し
た
い
。
問
題
は

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
の
で
あ
る
が
、
と
り

あ
え
ず
、
こ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
蒐
集
計
一

向
の
根
本
的
な
検
討
・
立
案
を
し
て
行
か
一

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
○
％
こ
れ
に
依
存
し

極
印
嘔
布
妬
出
姻
て
い
る
が
、
三
○
年

Ｊ
Ｊ

先
握
趣
錨
以
降
は
金
額
・
件
数

雌
確
峠
梱
蝿
岬
弓
唯
倒
塞
げ
Ⅷ
叫
騨
畦

呼
出
噛
胤
那
離
凝
斑

区

ｌ
１
１
８
■
■
■
■
■
Ｐ
‐
■
８
５
８

昭
和
四
一
年
度
の
全
国
公
共
岡
川
剛
研

究
集
会
（
郷
土
の
盗
料
部
門
）
は
、
「
公
共

図
書
館
と
文
苫
館
制
度
に
つ
い
て
」
の
テ

ー
マ
の
も
と
に
、
五
月
一
八
日
か
ら
二
○

日
ま
で
、
山
口
県
婦
人
会
館
を
主
会
場
と

し
て
附
か
れ
た
。
北
海
道
よ
り
鹿
児
島
に

至
る
各
地
か
ら
一
二
○
名
を
超
す
参
加
者

を
み
た
こ
と
は
、
昨
年
来
世
論
を
賑
わ
し

た
「
日
本
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
問
題
の
影

響
か
ら
か
、
文
書
館
制
度
に
対
す
る
関
心

の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
思
わ
れ

た
。
当
館
か
ら
は
助
言
者
と
し
て
大
野
瑞

男
が
参
加
し
た
の
で
、
以
下
に
報
作
お
よ

び
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

研
究
討
談
は
、
１
、
文
枇
の
保
存
・
利

用
の
現
況
に
つ
い
て
、
わ
が
脚
に
お
け
る

場
合
を
東
京
仙
川
区
立
図
齊
館
伊
藤
且
正

氏
な
ら
び
に
山
口
県
文
書
館
広
田
腸
久
氏

が
、
諸
外
国
の
場
合
を
同
館
利
岡
俊
昭
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
筑
例
発
表
を
行
な
い
、
つ
い

で
、
２
、
文
醤
の
保
存
・
利
川
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
３
、
文
書
の
保
存
・
利
川
機

関
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
４
、
図
書
館
は

文
書
館
問
題
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
５
、

｜
そ
の
他
、
の
順
で
行
な
わ
れ
た
。

日
本
の
文
書
館
制
度
に
つ
い
て

ｌ
全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会
参
加
記
Ｉ

限
ら
れ
た
紙
数
で
は
討
識
内
容
の
紹
介

は
で
き
な
い
し
、
主
催
者
側
で
別
途
報
告

を
す
る
も
よ
う
な
の
で
、
以
下
に
問
題
点

を
列
記
し
、
感
想
的
意
見
を
添
え
る
に
と

ど
め
た
い
。

後
進
国
を
も
含
め
た
諸
外
国
の
ほ
と
ん

ど
が
国
立
の
文
普
館
制
度
を
持
ち
、
文
書

館
の
体
系
で
文
諜
の
保
存
と
利
用
を
は
か

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
文
書

の
保
存
・
利
用
施
策
は
極
め
て
遅
れ
て
い

る
。
国
の
段
階
で
は
、
明
治
期
か
ら
は
東

大
史
料
締
纂
所
、
戦
後
は
当
館
な
ど
の
施

設
が
設
け
ら
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
公
開

利
川
体
制
が
不
備
で
あ
る
。
岐
近
で
は
大

学
お
よ
び
附
属
機
関
が
文
諜
を
収
集
し
て

い
る
が
、
公
附
機
関
で
な
い
こ
と
、
専
任

幣
理
員
を
置
け
ず
整
理
が
困
難
な
こ
と
文

書
の
現
地
主
義
を
否
定
す
る
こ
と
な
ど
問

題
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

官
公
庁
の
公
文
秘
の
散
快
・
廃
棄
が
甚

し
い
現
在
、
民
間
の
歴
史
資
料
を
含
め
て

で
き
る
だ
け
多
く
の
文
書
の
保
存
を
は
か

る
の
は
急
務
で
あ
る
。
現
状
で
は
公
共
図

書
館
が
文
書
の
保
存
・
利
用
を
肩
代
り
し

て
い
る
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ

＆

I
ら
の
現
状
に
国
・
地
方
公
共
団
体
や
関
係

諸
学
会
・
機
関
が
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、

抜
本
的
な
措
置
が
早
急
に
必
要
に
思
わ
れ

る
。
文
苦
の
保
存
・
利
用
機
関
と
し
て
は
、

文
桃
館
も
し
く
は
そ
の
機
能
を
も
つ
機
関

が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
岡
沓
館
が
折
角
苦
心
し
て
集
め
た
郷

士
溢
料
（
文
書
な
ど
）
を
文
書
館
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
反

対
で
あ
る
と
い
う
空
気
が
と
く
に
図
書
館

管
理
者
が
わ
に
根
強
く
見
ら
れ
、
文
茜
館

設
立
巡
動
を
椎
運
す
る
も
の
と
の
間
に
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ

の
問
題
は
慎
重
に
対
す
べ
き
と
思
わ
れ
る

が
、
外
国
の
文
書
館
設
立
過
程
を
参
考

に
、
具
体
的
事
情
に
応
じ
た
多
様
な
方
途

が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

文
出
航
の
イ
メ
ー
ジ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
が
、
史
料
航
、
古
文
沸
航
と
い
わ
れ
る

も
の
と
混
同
し
て
い
る
意
見
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
文
普
館
は
歴
史
盗
料
の
保

存
、
利
川
の
み
で
な
く
、
公
文
書
・
公
記

録
を
主
体
と
し
た
、
行
政
・
法
律
・
学

術
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
伽
に
奉
仕
す
る

性
格
を
持
た
な
け
れ
ば
実
現
も
困
難
で
あ

る
と
の
指
摘
は
貴
重
で
あ
っ
た
。

文
書
館
設
立
に
当
っ
て
は
、
公
共
図
書

館
の
よ
う
に
教
育
委
員
会
所
属
で
は
予
算

も
少
な
く
力
も
弱
い
の
で
、
知
事
部
局
に

’
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宿
属
し
た
強
力
な
文
桝
鯏
を
作
る
方
が
良

い
と
い
う
意
見
が
強
い
。
味
段
階
で
文
書

館
設
立
の
気
運
が
強
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
い

く
つ
か
あ
り
（
広
島
・
岡
山
・
島
根
・
福

島
・
千
葉
・
茨
城
な
ど
）
、
市
町
村
段
階

で
は
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
国

段
階
で
は
総
理
府
所
管
の
脚
立
公
文
岱
館

設
立
が
日
程
に
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
の
実

現
が
地
方
へ
の
刺
激
に
な
る
こ
と
は
期
待

さ
れ
る
も
の
の
、
一
歩
進
め
て
文
苔
館
設

立
の
た
め
の
法
的
措
椴
を
総
ず
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
日
本
史
演
料
セ
ン
タ
ー
」

の
図
書
館
側
の
受
け
と
め
方
は
否
定
的
で

あ
っ
た
が
、
文
書
の
保
存
・
利
用
機
関
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
は
結
論
が
出
な
い

ま
ま
、
問
題
を
今
後
に
残
し
て
討
議
を
終

っ
た
。と
も
か
く
文
書
類
の
散
快
防
止
Ⅱ
保
存

は
緊
急
事
で
あ
る
。
熱
心
な
討
議
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
図
書
館
協
会
と
し
て
の
統
一

見
解
を
も
つ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
日

本
唯
一
の
文
苫
館
で
あ
る
山
口
県
文
諜
館

を
見
学
し
、
そ
れ
の
経
験
を
学
び
つ
つ
、

各
地
の
実
情
や
意
見
を
交
換
で
き
た
こ
と

は
極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
現
実
と
意
見
に
対
し
て
、
当
館
が

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
は
、
わ
れ
わ
れ
に

課
せ
ら
れ
た
今
後
の
亜
要
な
課
題
で
あ
る

畠
ノ
Ｏ

（
大
野
）

１
１
１
１
ｌ
‐
Ｍ
晒
吋
ｕ
側
４
．
１
畠
■
■
■
■
二
■
一
▼
Ｌ
８
、
暇
Ｊ
一
口
■
一
一
口
ロ
■
ニ
ロ
ケ
ニ
■
宮
》
ｌ
‐
‐
ｌ
‐
１
１
１
１
‐
ｂ
Ｉ
０
１
１
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

彙
報

研
究
動
向

○
機
関
研
究

昭
和
三
九
・
四
○
年
度
に
わ
た
る
文
部

省
科
学
研
究
費
（
機
関
研
究
）
「
近
世
城

下
町
史
料
の
基
礎
的
研
究
」
は
昨
年
度
を

も
っ
て
終
了
し
た
。
こ
れ
ま
で
現
地
調
査

に
際
し
て
関
係
各
位
の
寄
せ
ら
れ
た
援
助

に
厚
く
感
謝
し
た
い
。

調
査
期
間
は
過
ぎ
た
が
、
調
査
・
研
究

の
総
括
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
史
料
残
存
の
偶
然
性
を
考
慮

し
て
、
同
種
の
史
料
で
も
性
格
が
か
な
り

違
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
相
場

書
上
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
目
的
・

性
格
・
記
載
形
式
・
機
能
な
ど
の
各
面
で

時
代
・
地
域
に
よ
り
か
な
り
の
差
異
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
多
様
性
は
領

主
支
配
の
在
り
方
や
市
場
関
係
、
さ
ら
に

は
領
国
の
生
産
力
水
準
な
ど
の
諸
条
件
に

規
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
基

本
類
型
の
確
定
、
分
類
基
準
の
設
定
な
ど

に
当
っ
て
は
、
こ
う
し
た
要
素
も
充
分
に

考
慮
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
城
下
町
史
料
の
厳
密
な
性
格
規
定

も
必
要
で
あ
り
、
近
時
都
市
生
活
の
急
激

な
変
化
に
よ
る
史
料
散
快
が
甚
し
い
の

で
、
こ
の
防
止
の
対
策
も
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。

○
本
年
度
各
個
研
究

「
畿
内
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
の
研
究
」

（
藤
村
淵
一
郎
）
に
一
○
万
円
「
伝
統

文
化
の
勺
嗣
詞
弓
的
分
析
」
（
中
村
俊
亀

智
）
に
一
三
万
円
を
う
け
た
。

本
年
度
は
総
括
の
仕
事
が
あ
る
。
従
来

現
地
調
査
に
よ
っ
て
写
真
撮
影
し
た
史
料

に
つ
い
て
、
目
録
程
度
の
中
間
報
告
書
の

作
成
を
予
定
し
て
お
り
、
史
料
の
項
目
索

引
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
い
く
仕
幕
も
遂
行

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
も
研
究

体
制
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。

本
年
度
か
ら
館
内
研
究
発
表
会
を
再
開

し
た
。
現
在
ま
で
に
行
な
っ
た
も
の
は
次

ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
○
四
虹
．
４
．
ｍ
家
族
史
に
つ

い
て
大
給
近
達
出
席
者
一
三
名

第
二
四
“
・
６
・
釦
近
世
城
下
町

の
成
立
と
展
開
ｌ
川
越
を
素
材
に
し
て
ｌ

大
野
瑞
男
出
席
者
一
○
名

第
一
二
Ｍ
虹
・
９
・
翠
二
つ
の
農
家

家
法
に
つ
い
て
原
島
陽
一
出
席
者
八
名

詳
細
は
本
号
掲
載
の
論
文
要
旨
を
参
照

さ
れ
た
い
。

い
ず
れ
も
活
溌
な
討
論
と
、
来
館
者
か

ら
の
有
益
な
御
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
は

だ
い
た
い
隔
月
に
開
催
す
る
予
定
で
あ

○
定
例
研
究
会

ﾛ

I
り
、
読
者
各
位
も
御
出
席
の
う
え
貴
重
な

御
意
見
を
寄
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
た
め
御
要
望
が
あ

れ
ば
案
内
を
出
す
の
で
申
出
ら
れ
た
い
。

｜
史
料
館
報
第
三
号

一
昭
和
四
一
年
九
月
三
○
日

細
災
・
発
行
者
小
和
川
武
紀

火
氷
都
肺
川
区
蝋
町

一
ノ
ー
六
ノ
ー
○

噛
話
一
匙
皿
三
一
種
一
ｍ
陸

印
刷
所
株
式
会
社
依
川
東
文
堂

江
戸
川
区
西
小
岩
三
ノ
六
ノ
三

地
誌
（
壷
ひ
○
一
二
一
（
代
表
）

人
事
異
動
八
（
）
は
前
職
Ｖ

昭
和
四
一
年
五
月
二
○
日
奥
寺
寿
美
子

当
館
勤
務

同
年
七
月
一
日
斉
藤
重
臣
（
国
立
阿
蘇

青
年
の
家
）
当
館
勤
務

同
年
七
月
一
六
Ⅱ
泉
谷
弘
幸
（
東
京
大

学
伝
染
病
研
究
所
）
当
館
勤
務

史
料
館
評
議
員
会

小
和
川
剛
長
就
任
後
初
の
評
繊
仇
会

は
、
石
井
艮
助
会
長
以
下
評
議
貝
各
氏
の

出
席
で
三
〃
一
日
、
ま
た
同
小
委
員
会
は

四
月
四
Ⅲ
、
い
ず
れ
も
新
館
会
議
室
で
附

か
れ
た
。

Ｌ
ｌ
Ｉ
…
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１
１
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